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我
が
國
で
、
粗
布
組
合
式
布
械
、
純
式
打
舘
或
は
阿
波
式
石
棺
等
ご
呼
ば
れ
る
古
式
城
塞
の
一
形
式
が
各
地
Ｅ
画
う
て

行
は
れ
ゐ
る
。
そ
の
最
も
簡
単
な
椛
迭
は
、
四
枚
の
扁
平
な
板
布
を
以
て
墨
方
形
の
梅
を
作
り
、
そ
の
上
に
一
枚
の
蓋
石

を
砿
ふ
も
の
で
、
そ
の
形
状
よ
り
浦
式
械
の
名
が
あ
る
。
而
も
打
材
は
自
然
に
裂
州
し
易
い
安
山
器
、
維
泥
叶
矯
、
・
頁
矯

玄
礎
岩
等
を
使
用
し
、
略
ぽ
長
方
形
或
は
長
方
形
の
形
を
具
へ
る
祝
度
で
、
切
布
の
両
を
洲
隣
す
る
事
の
な
い
も
の
が
古

原
姑
繍
式
石
祐
の
委
机
（
ご
二
二
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㈲

六五四三、三一
、 ､ ､ 、 ℃ 、

序
言

養
料
と
分
布
（
以
上
本
號
）

家
族
華
と
し
て
の
繍
式
棺

斐
柁
葬
と
の
開
係

方
位
の
問
題

原
飴
箱
式
輔
の
特
性

■■■■

、

序

一
一
一
一
目

鏡
山

⑪

猛

’
q､

■■



＆

I

原
始
箱
式
石
柚
の
委
相
ｇ
）
一
三
一

式
の
も
の
ご
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
っ
て
粗
製
な
る
語
今
哲
冠
し
て
、
蛮
感
を
現
す
名
稲
さ
し
て
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
は
後
に
な
る

ざ
縁
而
を
平
直
に
調
へ
、
組
合
せ
部
が
石
材
の
み
で
密
蒲
す
る
様
に
加
工
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
等
の
禰
猟
は

粗
製
な
る
語
を
冠
す
る
に
は
不
適
常
で
あ
る
。
調
製
さ
れ
た
石
棺
の
年
代
は
顯
著
な
封
土
の
間
に
安
置
す
る
所
訓
商
塚
式

古
城
時
代
の
も
の
さ
さ
れ
、
庇
い
意
味
の
箱
式
稲
の
範
鴫
に
入
る
け
れ
ざ
も
、
原
始
的
な
明
瞭
な
封
土
を
持
に
な
い
も
の

或
は
あ
っ
て
も
小
規
模
な
も
の
ざ
、
時
代
的
に
前
後
が
存
す
る
様
で
あ
る
。
阿
波
の
國
に
多
い
青
色
の
維
泥
片
岩
板
を
以

て
細
立
て
に
布
棺
に
よ
っ
て
阿
波
式
石
稲
の
名
が
用
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
其
の
地
方
に
於
て
は
や
は
り
や
ｋ
年
代
の
降

（
註
一
）

る
も
の
が
多
い
様
で
あ
る
。
誠
に
取
畢
げ
て
論
じ
度
い
の
は
、
そ
の
原
始
的
に
し
て
粗
製
の
感
あ
る
怖
形
の
禰
祁
で
、
之

を
呼
ぶ
に
は
粗
製
組
合
式
禰
械
の
名
が
通
は
し
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
今
は
箱
式
稲
に
原
始
な
る
句
を
冠
し
て
、
商
塚
式
古

戟
時
代
の
そ
れ
ど
別
に
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
副
葬
迩
物
か
ら
云
へ
ぱ
、
金
石
併
用
期
に
中
心
を
燈
く
こ
の
繩
の

棺
を
取
扱
っ
て
兇
や
う
ご
恩
ふ
。
勿
論
鐡
器
及
び
高
塚
さ
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
新
古
を
峻
別
す
る
事
は
祁
柑
困
難
を
作

ふ
け
れ
ざ
も
、
初
期
の
そ
れ
が
欧
亜
大
陸
に
か
け
て
の
一
の
特
色
あ
る
同
繩
の
葬
法
さ
連
開
を
辿
り
得
る
槻
鮎
よ
り
し

て
、
暫
く
論
を
原
始
發
生
期
の
も
の
に
限
っ
て
見
度
い
。

原
始
箱
式
椛
は
、
壯
大
な
封
土
を
持
た
な
い
事
、
そ
の
大
さ
が
屍
瀧
を
容
れ
る
に
庇
す
ぎ
な
い
事
、
即
ち
遺
骸
に
粕
壁

が
籍
接
し
て
ゐ
る
事
、
及
び
副
葬
品
ざ
し
て
布
器
、
青
銅
器
を
作
ふ
事
等
が
そ
の
特
徴
ざ
し
て
學
げ
ら
る
べ
さ
で
あ
ら
う
。

箱
式
棺
は
前
述
の
如
く
構
造
簡
単
で
あ
る
か
ら
、
後
枇
に
至
る
迄
氷
く
用
ひ
ら
れ
高
塚
古
城
時
代
の
初
期
に
は
か
な
り

（
註
二
）

炭
く
分
布
し
、
そ
の
末
期
横
穴
古
城
に
迄
も
そ
の
鱒
統
を
残
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
・
・
又
何
等
の
造
物
副
葬
品
も
件
は
ず
、
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年
代
判
定
に
困
し
む
も
の
も
少
く
な
い
が
、
今
こ
’
に
は
次
の
如
き
標
準
に
よ
っ
て
古
い
ご
忠
は
れ
る
も
の
を
抽
出
し
や

う
ご
田
心
ふ
・

一
、
關
係
遺
物
に
よ
り
金
布
併
用
期
に
祁
備
す
る
も
の
・
Ｉ
即
ち
稚
の
内
外
よ
り
副
葬
品
さ
し
て
青
銅
利
器
、
隣
製

石
劒
の
如
き
も
の
ど
作
ひ
、
或
は
彌
生
式
土
器
を
收
め
仁
も
の
。

二
、
古
域
の
外
貌
よ
り
し
て
顯
著
な
封
土
認
め
ら
れ
ず
、
先
史
迩
蹟
地
に
存
在
し
、
そ
の
遺
蹟
の
年
代
よ
り
陥
っ
た
後
、

牡
に
管
ま
れ
に
琶
考
へ
得
ざ
る
も
の
。
我
國
で
は
特
に
誕
棺
迩
蹟
地
に
於
て
ほ
営
蕊
棺
葬
さ
同
期
に
笹
ま
れ
た
ご
推
定
さ

れ
る
も
の
が
多
い
。

以
上
の
如
き
尺
度
を
以
て
、
箱
式
械
の
古
い
様
相
を
眺
む
れ
ば
、
そ
の
分
布
は
日
本
内
地
で
は
、
西
方
に
限
ら
れ
る
状

態
を
示
し
、
大
陸
牛
鮎
方
面
に
軸
在
す
る
同
種
の
禰
稲
さ
共
辿
す
る
特
徴
を
多
埼
認
め
る
事
が
出
來
る
。
西
欧
の
所
謂

津
。
ロ
の
Ｑ
胃
国
日
巨
。
が
之
れ
に
相
岱
し
、
欧
亜
大
陸
の
北
方
に
鮎
凌
直
し
て
知
ら
れ
る
迩
跿
に
よ
っ
て
、
新
和
器
時
代

末
よ
り
青
銅
器
時
代
に
か
け
て
文
化
的
な
流
動
の
机
が
窺
ひ
得
ら
れ
、
‐
又
同
じ
文
化
段
階
に
於
け
る
類
似
の
姿
相
を
呈
示

す
る
が
如
く
に
兇
ゆ
る
軸
に
興
味
を
惹
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
資
料
と
分
布

日

本

先
づ
我
が
閲
内
地
に
於
け
る
朧
姑
純
式
柏
の
餐
料
を
、

原
蛤
坊
式
石
鮪
の
委
祁
（
己

、

｡

I

閥
よ
り
火
に
從
っ
て
例
示
す
る
。
箱
式
稲
に
し
て
こ
上
に
採
り

や
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、

原
始
紺
式
石
棺
の
姿
相
（
ワ
二
一
四

上
げ
る
諸
例
は
、
前
述
の
如
き
標
準
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。

１
、
對
賜
國
上
縣
郡
佐
弧
奈
村
大
字
佐
批
ク
ビ
ル

丘
陵
の
伽
斜
而
約
三
十
度
の
ス
ロ
ー
プ
に
、
東
川
十
三
尺
、
南
北
四
尺
餘
り
の
伽
干
せ
ら
れ
た
平
地
を
作
り
、
そ
こ
に

埋
め
ら
れ
・
に
一
師
の
桁
形
の
細
打
中
よ
り
、
細
形
釧
刺
や
異
形
青
釧
器
、
織
製
鍬
先
、
劒
身
、
土
器
（
蠅
生
土
器
及
脱
部

土
器
）
等
が
發
見
さ
れ
た
。
後
藤
守
一
氏
の
秤
蚕
に
よ
れ
ば
、
封
土
の
有
無
不
明
で
あ
る
が
、
術
初
小
川
城
稚
度
の
も
の

は
め
っ
た
に
せ
よ
、
砿
大
な
戦
型
を
想
像
す
る
事
は
困
難
の
や
う
で
あ
る
。
迩
跿
は
不
川
意
に
村
人
の
よ
っ
て
發
掘
さ
れ
、

遺
物
も
注
意
し
て
取
出
さ
れ
て
な
い
か
ら
、
布
桁
の
榊
築
副
葬
紬
の
配
列
の
復
陳
に
柑
っ
て
も
、
一
抹
の
疑
彩
挑
拭
し
符

な
い
。
後
藤
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
東
西
に
撞
く
、
一
砿
の
布
林
様
の
樅
迭
が
あ
る
。
今
來
阿
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
て

観
察
が
試
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
束
の
部
分
は
長
さ
六
尺
幅
二
尺
二
寸
の
盗
打
の
東
端
に
、
幅
三
尺
深
さ
八
寸
大
の
側
確
が

立
て
ら
れ
て
ゐ
た
。
南
及
北
に
は
側
布
ら
し
い
も
の
は
兄
常
ら
な
か
っ
た
さ
い
・
ふ
．
こ
の
町
に
接
し
て
、
長
さ
幅
共
約
三

尺
位
の
範
園
に
、
輔
形
の
榊
築
あ
り
、
こ
の
部
分
の
蓋
荷
は
上
下
二
枚
宛
並
べ
た
汁
四
個
の
板
祈
を
以
て
蔽
は
れ
て
ゐ

に
叩
雨
部
を
合
し
て
蓋
布
の
全
憂
來
閥
九
尺
七
寸
五
分
を
な
る
。
杭
の
内
裡
は
東
内
約
九
尺
、
南
北
二
尺
二
寸
許
り
、
遺

物
の
多
く
は
四
半
部
に
見
出
さ
れ
、
東
年
で
は
、
口
經
九
寸
二
分
深
さ
一
尺
一
寸
二
分
の
奇
釧
容
器
あ
り
、
蠅
生
式
難
形

の
土
器
も
こ
の
部
分
よ
り
採
集
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
土
器
は
復
原
す
れ
ば
、
口
頚
簸
狭
部
約
一
尺
一
寸
除
り
の
難
形
を

呈
す
る
。
こ
の
部
の
中
央
に
存
在
す
る
青
銅
容
器
に
よ
っ
て
礎
さ
れ
る
餘
地
に
於
て
は
、
成
人
屍
禮
全
身
を
牧
め
る
事
が

困
難
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
蕊
に
遺
骸
を
容
れ
た
所
謂
蕊
棺
葬
の
原
状
を
想
像
し
得
ら
れ
る
課
で
あ
る
。
変
の
破
片
は
礎

プ

己

I
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尋

部
を
保
謹
し
に
原
始
的
な
形
を
採
っ
て
ゐ
た
も
の
ご
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
う
老
ふ
れ
ば
、
南
北
雨
側
面
の
側
石
を
欠
ぐ

事
も
理
解
が
た
易
く
な
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
閥
方
の
部
分
に
於
て
副
葬
品
の
多
く
が
發
見
さ
れ
て
ゐ
る
事
変
は
、
少

し
く
時
代
は
降
る
ご
思
は
れ
る
が
、
浦
式
棺
さ
し
て
迩
物
の
み
を
牧
め
る
別
剖
が
し
つ
ら
〈
ら
れ
る
諸
例
さ
も
開
運
が
老

（
註
三
）

へ
ら
れ
な
く
も
な
い
。

以
上
後
藤
氏
の
迩
蹟
の
変
狄
の
報
告
に
基
い
て
、
最
も
安
柑
さ
老
へ
ら
れ
る
屍
燈
埋
葬
の
原
状
を
推
測
し
た
私
案
を
述

・
ぺ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
私
案
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
諸
例
に
参
酌
し
て
理
解
さ
れ
る
所
も
多
い
ざ
思
ふ
が
、
大
方
の

示
教
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
◆
殊
に
こ
の
副
葬
品
に
つ
い
て
は
、
我
が
金
打
併
用
期
に
於
て
注
目
す
べ
き
多
く
の
特
異
な
る

遺
物
を
含
ん
で
ゐ
る
鮎
に
就
い
て
も
、
考
察
を
要
す
る
所
が
紗
く
な
い
様
に
思
は
れ
る
が
、
こ
の
鮎
に
開
し
て
は
直
接
こ

の
諭
文
の
亜
鮎
さ
な
ら
ぬ
故
、
今
多
く
を
述
べ
る
の
を
差
控
え
る
。

考
古
學
雑
誌
錐
十
二
巻
隼
一
號
後
藤
守
一
氏
對
馬
図
上
縣
郡
佐
弧
奈
村
發
掘
品

同
誌
簾
十
三
巻
第
三
雛
後
藤
守
一
氏
對
馬
僻
見
記
共
の
二

２
、
對
馬
國
上
縣
郡
佐
須
奈
村
宇
佐
謹
白
岳

白
岳
の
鞍
部
に
箱
式
棺
の
群
集
戦
が
あ
り
、
そ
の
一
は
長
さ
八
尺
五
寸
幅
四
寸
七
分
を
算
す
る
。
一
坪
内
外
の
小
凹
讃

．
（
荊
塚
）
を
持
つ
も
の
が
多
い
．
明
治
四
十
年
代
の
發
掘
發
見
に
か
上
る
も
の
で
、
次
の
如
き
副
葬
遺
物
が
知
ら
れ
て
ゐ

原
姑
箱
式
石
棺
の
姿
相
（
ご
一
三
五

叶
の
不
足
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
北
九
州
に
蛾
も
池
川
迩
的
に
認
め
ら
れ
る
一
柄
の
合
口
式
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
或
は
単
棺

で
あ
っ
た
か
、
充
分
明
に
し
得
な
い
が
、
若
し
被
葬
者
が
成
人
で
今
の
っ
た
場
合
に
は
、
蕊
の
容
器
か
ら
見
て
、
．
屍
禮
の
一

､

ノ

、
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、

U’

丘
陵
の
末
端
に
近
く
、
数
個
の
粗
製
組
合
式
箱
式
棺
が
あ
り
、
“
封
土
を
持
た
な
い
群
集
域
の
様
相
を
呈
し
、
副
葬
品
の

發
見
記
録
等
な
い
が
、
前
例
亡
對
考
し
て
同
期
の
戦
墓
さ
推
定
さ
れ
る
。
上
掲
後
藤
氏
論
文
参
照

５
、
對
馬
國
下
縣
郡
鶏
知
村
大
字
高
原
下
ヒ
ナ
タ

同
様
の
箱
式
石
棺
よ
り
、
銅
剣
、
鐡
創
、
土
器
等
の
發
兇
が
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
上
後
藤
氏
論
文
参
照

６
、
肥
前
國
東
松
浦
郡
久
里
村
大
字
柏
崎
小
字
石
賊

現
東
京
帝
室
博
物
鮪
に
藏
す
る
著
名
な
有
柄
銅
剣
一
本
ざ
狄
鋒
釧
鉾
二
本
は
明
治
の
末
年
、
》
」
の
地
よ
り
發
見
さ
れ
た

ご
傳
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
發
見
時
よ
り
帝
室
博
物
館
に
收
誠
さ
れ
る
經
曲
に
つ
い
て
は
、
松
浦
史
料
第
一
聯
に
載
せ
ら
れ
た

４
、
對
馬
國
下
縣
郡
仁
位
村
大
字
浅
町

考
古
學
雑
誌
錐
十
三
巻
錐
三
雛
後
藤
守
一
氏
對
馬
瞥
見
記
そ
の
二

３
、
對
馬
國
下
縣
郡
仁
位
村
大
字
仁
位
清
原
寺
原

同
じ
く
上
描
の
後
藤
氏
論
文
に
擁
れ
ば
、
大
正
八
九
年
の
頃
、
箱
式
石
棺
内
よ
り
長
さ
約
八
寸
の
石
劒
一
佃
を
發
見
し

た
琶
云
ふ
。
欝
時
域
丘
の
認
む
く
さ
も
の
な
か
っ
た
曲
で
あ
る
。

銅
剣
、
筒
形
其
他
異
形
銅
器
、
繊
製
鍬
先
、
土
器
。
こ
れ
等
の
遺
物
の
何
れ
が
、
ざ
の
布
棺
よ
り
見
出
さ
れ
た
か
、
正

確
な
原
状
を
知
る
事
は
出
來
な
い
が
、
齊
一
な
石
柁
の
椛
造
よ
り
し
て
、
何
れ
も
金
石
併
用
期
の
墓
相
ざ
し
て
理
解
さ
れ

る
事
に
異
論
は
な
い
。

る
。

原
始
箱
式
石
植
の
姿
相
（
一
）

I

一
一
二
一
〈
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龍
溪
顯
亮
氏
の
「
金
石
併
用
期
に
於
け
る
庸
津
地
方
の
迩
蹟
さ
迩
物
」
に
詳
か
で
あ
る
が
、
故
高
橋
健
自
博
士
の
「
銅
鉾

銅
剣
の
研
究
」
に
は
、
和
田
千
吉
氏
の
間
書
き
直
し
て
、
粗
製
組
合
式
石
棺
よ
り
出
す
ざ
あ
る
。
こ
の
地
は
詑
溪
氏
に
よ

れ
ば
、
貝
塚
迩
蹟
で
あ
り
、
蕊
棺
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
亡
い
ふ
。

７
、
筑
前
國
糸
烏
郡
可
也
村
大
字
稻
需
小
字
四
辻

昭
和
十
年
縣
道
改
修
に
常
り
採
土
工
事
中
諺
数
個
の
誕
棺
に
交
っ
て
一
の
浦
式
棺
を
發
掘
、
そ
の
内
よ
り
隣
製
石
劒
が

僻
ら
れ
に
ざ
い
ふ
。
石
劒
は
粘
板
岩
便
の
長
さ
七
寸
六
分
の
有
柄
形
で
あ
る
。
現
品
は
今
糸
島
中
學
校
に
保
管
中
。

谷

こ
の
地
は
舌
状
の
丘
陵
地
が
南
に
仲
ぴ
、
そ
の
端
部
に
近
い
所
で
、
彌
生
式
土
器
の
散
布
地
で
あ
る
。

８
、
筑
前
國
糸
烏
郡
可
也
村
大
字
井
田
原
字
松
崎

迩
岐
は
前
例
の
來
約
三
町
の
地
鮎
で
あ
る
。
昭
和
十
年
十
月
蛮
査
。
同
地
間
松
新
造
氏
宅
地
よ
り
二
佃
竝
存
の
玄
武
岩

板
布
を
組
合
せ
た
箱
式
祈
柁
を
發
掘
し
た
。
・
何
れ
も
南
北
の
同
一
方
向
を
ご
り
、
蓋
石
は
東
西
剛
柁
相
接
す
る
如
き
近
距

離
に
あ
り
、
同
時
葬
を
恩
は
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
稲
の
内
法
は
次
の
如
き
大
さ
に
し
て
、
共
に
小
形
稲
で
あ
る
。
迩

跣
は
綏
か
な
丘
陵
地
の
一
地
軸
に
あ
り
、
副
葬
州
は
別
に
見
受
け
な
か
っ
た
。
彌
生
式
土
器
の
散
布
地
さ
し
て
同
時
期
の

如
く
見
受
け
ら
れ
た
。
小
形
柿
な
る
軸
や
、
封
土
ら
し
き
も
の
を
認
め
得
な
か
っ
た
鮎
も
、
古
式
箱
式
棺
の
特
徴
を
具
ふ

も
の
ご
云
へ
や
う
。

Ａ
、
長
さ
三
尺
六
寸
、
幅
一
尺
二
寸
、
深
六
寸
、
側
石
六
枚
、
蓋
布
五
枚

Ｂ
、
長
さ
二
尺
三
寸
五
分
、
幅
八
寸
、
深
五
寸
、
側
石
五
枚
、
、
蓋
石
二
枚

原
飴
箱
式
石
柁
の
姿
相
（
ご
一
三
七

日
Ⅱ
Ｉ
己
引

’

|’
＝
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Ⅱ
、
筑
前
國
登
岐
村
大
字
野
方
生
松
原

海
岸
に
近
き
砂
丘
地
の
迩
蹟
で
、
燕
蝿

前
原
西
端
部
の
畑
地
は
、
蠅
生
式
土
器
を
出
す
迩
賊
ざ
し
て
早
く
中
山
平
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の

Ｑ

〃

一
角
に
彌
生
式
の
古
韮
を
出
し
た
小
凶
城
あ
り
、
そ
れ
よ
り
十
川
許
り
を
隔
て
Ｌ
、
久
し
き
以
前
に
破
壊
さ
れ
た
布
糀
材

、

を
見
受
け
る
事
が
出
來
た
さ
い
ふ
。
石
質
は
結
晶
片
岩
に
し
て
、
扁
平
な
る
叶
面
に
朱
を
附
し
た
状
態
が
認
め
ら
れ
た
さ

い
ふ
か
ら
、
箱
式
福
棺
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。

考
古
學
雑
誌
隼
七
巻
錐
十
號
中
山
平
次
郎
氏
「
北
九
州
に
於
け
る
先
史
原
史
雨
時
代
中
間
の
迩
物
に
就
て
」

い
、
筑
前
図
糸
島
郡
前
原
町
前
原

原
始
箱
式
石
棺
の
萎
相
（
己
三
一
八

９
、
筑
前
國
糸
島
郡
前
原
町
大
字
泊
大
塚

辿
跿
は
丘
陵
上
に
あ
る
側
戦
で
、
も
さ
戦
上
に
肺
殿
あ
り
、
大
正
二
年
壮
殿
を
撤
去
し
た
際
に
地
下
一
二
尺
に
し
て
石

桁
を
發
兇
し
た
さ
い
ふ
。
故
尚
橘
健
自
博
士
は
現
場
に
て
平
に
朱
色
の
蒲
い
た
扁
平
な
石
を
蜜
見
せ
ら
れ
に
故
、
組
合
式

打
林
な
ら
ん
さ
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
椛
内
よ
り
細
形
釧
剣
二
口
を
發
兇
す
さ
い
ふ
。
又
中
山
平
次
郎
坤
士
に
よ
れ
ば
、
こ

の
側
峨
の
．
瓜
の
尼
に
も
亦
側
城
並
び
存
し
、
城
庇
は
商
さ
約
六
尺
に
過
ぎ
ぬ
小
Ⅲ
城
に
し
て
、
扁
平
な
る
洞
を
以
て
せ
る

籾
製
組
合
式
の
禰
林
一
部
露
川
し
そ
の
内
川
は
朱
色
を
呈
し
た
り
ご
い
ふ
。

●

商
橘
他
自
氏
「
銅
鉾
銅
刺
の
研
究
」

考
古
準
雑
誌
第
七
巻
簾
十
雛
中
川
平
次
郎
氏
「
北
九
州
に
於
け
る
先
史
原
史
雨
昨
代
中
川
の
迩
物
に
就
い
て
」

’

、

生
式
土
器
布
器
等
の
散
布
地
で
あ
る
。
大
正
九
年
北
九
州
鐡
道
路
線
工
事
中
、
中

II
F上

I

I

Q



、

I

、

【

山
博
士
は
、
松
原
の
南
端
畑
地
ざ
の
境
に
於
て
、
板
禰
を
以
て
組
合
さ
れ
て
ゐ
に
頼
式
稲
の
取
壌
さ
れ
つ
上
あ
っ
た
状
態

を
愛
見
さ
れ
た
亡
い
ふ
。

考
古
既
雑
誌
策
十
一
巻
罪
二
號
中
山
平
次
郎
氏
「
大
錐
を
出
せ
る
古
代
迩
跣
」

皿
、
筑
前
國
編
岡
市
姪
演
町
五
頭
山

姪
涜
町
の
南
部
に
あ
る
五
頭
山
（
標
高
二
七
・
五
米
）
の
頂
に
あ
り
、
粘
土
便
の
丘
上
に
底
石
毯
欠
ぐ
浦
式
稲
、
長
さ
七

．
／

尺
八
寸
幅
二
尺
韮
浩
三
四
枚
を
並
べ
、
内
部
に
は
朱
痕
鮮
か
に
認
め
ら
蝿
頭
部
は
枕
祈
の
位
世
よ
り
東
北
北
の
位
世
を

ざ
つ
た
も
の
ご
恩
は
れ
る
．
副
葬
遺
物
さ
し
て
次
の
如
さ
も
の
彩
數
へ
る
が
、
そ
の
う
ち
鋼
鉄
は
北
九
州
に
於
て
瀬
品
に

乏
し
い
今
日
注
目
す
べ
き
品
で
あ
る
。

抑
獣
鏡
二
面
、
釧
錐
四
個
、
繊
劒
二
口

祁
側
縣
史
砿
名
勝
天
然
記
念
物
綱
査
報
告
錐
一
戦

Ｂ
、
筑
前
國
禰
岡
市
町
新
町
藤
崎
刑
務
所
前

海
岸
に
近
い
砂
丘
迩
賦
で
、
同
地
村
上
義
雄
氏
邸
内
よ
り
、
昭
和
七
年
發
掘
さ
れ
た
。
同
時
に
發
兇
さ
れ
た
難
祁
、
及

び
行
文
彌
生
式
土
器
ご
共
に
躍
界
に
峻
凌
報
告
さ
れ
、
諭
議
を
見
た
も
の
で
、
俄
時
取
敢
す
水
倉
松
男
氏
が
華
粁
さ
共
川

の
名
で
雑
誌
「
考
古
単
」
鋪
二
巻
鋪
一
號
に
「
筑
前
剛
藤
崎
に
於
け
る
彌
生
式
迩
賊
」
ご
題
し
て
報
文
を
物
さ
れ
て
ゐ

る
。
こ
上
で
は
や
は
り
数
個
の
誕
棉
に
交
っ
て
、
地
下
三
尺
六
寸
に
阿
東
に
主
軸
を
持
つ
浦
式
祈
猟
が
發
兇
さ
れ
、
内
法

涯
さ
二
尺
三
寸
、
幅
中
央
で
六
寸
、
深
き
六
寸
五
分
ご
い
ふ
小
形
林
で
あ
っ
た
。

原
始
紺
式
石
楯
の
委
相
ｃ
〕
二
一
九
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イ

幅
、
筑
前
國
粕
屋
郡
席
内
村
大
字
鹿
部
皇
石
祁
祗

～

原
始
箱
式
石
棺
の
姿
祁
（
己
一
四
○

猫
村
上
氏
は
邸
内
よ
り
二
佃
の
同
種
の
布
祁
が
發
兄
さ
れ
た
由
を
剛
い
た
。
即
ち
前
記
小
石
棺
よ
り
数
米
を
陥
て
上
、

南
北
に
横
は
る
も
の
ど
、
東
阿
に
長
軸
を
持
つ
も
の
さ
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
何
れ
も
成
人
骨
を
容
れ
る
に
足
る
大
さ
で

あ
っ
た
。
そ
の
南
北
に
横
つ
た
も
の
Ａ
う
ち
よ
り
鏡
一
面
ご
鐵
剣
の
破
片
を
採
集
し
得
た
由
で
あ
る
が
、
今
所
在
を
失
し

詳
細
を
知
り
得
な
い
の
を
遼
憾
さ
す
る
。
猶
こ
の
地
帯
の
砂
丘
は
東
に
の
び
て
藤
崎
千
眼
寺
前
の
附
近
に
迄
彌
生
式
住
居

迩
賊
を
凡
る
事
が
出
来
る
。
明
淌
十
五
年
同
地
の
川
庄
岩
五
郎
氏
宅
地
内
で
發
見
さ
れ
た
石
棺
も
同
種
の
も
の
で
あ
る
。

桁
は
東
西
に
長
軸
を
世
さ
、
東
枕
の
成
人
骨
あ
り
、
稲
内
法
長
さ
六
尺
三
寸
幅
一
尺
一
寸
深
さ
一
尺
五
寸
七
分
底
石
な
き

も
の
で
あ
っ
た
。
副
葬
品
さ
し
て
方
椿
規
矩
鏡
一
面
、
鐡
直
刀
一
口
、
環
頭
大
刀
一
口
を
得
た
ざ
い
ふ
。

祁
岡
縣
史
跣
名
勝
天
然
記
念
物
澗
在
報
告
擁
一
斡

叫
、
筑
前
國
禰
岡
市
束
公
園

公
閲
内
陸
軍
基
地
東
方
約
十
間
許
の
砂
地
に
於
て
蛮
見
、
棺
は
他
の
諸
例
に
見
る
如
き
板
石
で
な
く
、
や
上
厚
み
の
あ

る
玄
火
岩
の
塊
石
を
以
て
盤
ん
淀
小
竪
穴
石
室
と
い
ふ
方
が
適
切
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
昭
和
九
年
愛
査
儲
時
勺
既
に
多

少
石
材
は
破
壊
さ
れ
て
ゐ
た
鰯
に
、
柏
形
の
正
確
な
測
定
は
行
ひ
得
な
か
つ
た
け
れ
ざ
も
、
原
位
置
を
保
つ
数
個
の
側
石

よ
り
、
東
阿
約
十
尺
南
三
尺
位
の
内
撫
を
持
つ
も
の
Ｌ
如
く
見
え
に
。
底
石
を
持
た
ず
、
蓋
石
は
側
石
よ
り
や
Ａ
大
形
の

同
様
の
塊
布
を
数
佃
稜
み
上
げ
た
も
の
ｋ
様
で
あ
る
。
棺
内
よ
り
彌
生
式
小
鮒
一
個
破
片
ざ
な
っ
て
採
集
し
得
た
。
棺
の

方
向
は
東
西
に
長
軸
を
持
つ
て
ゐ
に
．
術
初
に
於
て
は
、
海
岸
に
接
し
た
砂
丘
に
螢
ま
れ
に
原
始
墳
墓
芭
思
は
れ
る
。

I

、

’I
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皇
石
榊
祇
は
、
郡
内
の
平
地
に
臨
む
か
な
り
急
峻
な
丘
陵
上
に
あ
る
．
砒
地
の
丘
陵
に
は
謹
棺
蕊
地
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
よ
り
銅
剣
を
出
し
に
事
も
あ
る
。
山
裾
に
は
彌
生
式
土
器
の
散
布
地
や
包
含
暦
が
あ
る
。
即
ち
居
住
地
が
山
麓

に
あ
り
、
斌
墓
こ
し
て
丘
が
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
課
で
あ
る
。
肺
殿
に
至
る
石
段
の
中
腹
に
箱
式
棺
の
一
部
が
癖
出
し
て

ゐ
る
・

媚
、
筑
前
國
宗
像
郡
岬
村
織
幡
祁
献
、

祓
殿
の
西
方
十
六
間
の
距
離
に
二
基
の
石
棺
が
大
正
十
年
唖
よ
り
の
肺
地
整
理
の
際
、
地
下
三
尺
に
し
て
掘
り
出
さ
れ

に
。
剛
械
共
東
西
の
方
向
を
取
り
、
そ
の
間
隔
は
極
め
て
接
近
し
て
ゐ
た
。
一
は
内
律
長
さ
六
尺
、
幅
一
尺
三
寸
、
深
さ

一
尺
二
寸
、
蓋
石
四
枚
ど
用
ひ
、
他
の
一
は
長
五
尺
五
寸
、
幅
深
さ
共
に
前
背
き
略
同
大
、
蓋
に
は
六
枚
の
板
禰
笹
並
べ

底
石
は
欠
い
で
ゐ
る
が
、
砂
利
を
敷
き
詰
め
て
あ
っ
た
。
副
葬
州
さ
し
て
は
、
後
肴
よ
り
黒
朧
禰
の
打
製
荷
錐
一
個
を
發

見
し
た
他
に
は
何
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

祁
岡
縣
史
跣
名
勝
天
然
記
念
物
調
交
雑
告
押
錐
一
韓

灯
、
筑
前
國
嘉
穂
郡
頴
田
村
大
字
西
佐
與
谷
頭

昭
和
十
一
年
七
月
道
路
の
傍
よ
り
露
出
し
に
石
械
あ
り
、
平
釧
な
畑
地
を
な
す
丘
陵
の
突
端
に
あ
り
、
表
土
よ
り
一
米

の
深
さ
に
現
れ
た
。
厚
さ
二
寸
餘
の
板
石
を
川
ひ
、
内
法
長
さ
四
尺
四
寸
七
分
、
幅
一
尺
一
寸
六
分
、
深
さ
一
尺
三
寸
の

比
較
的
小
形
の
柏
で
あ
る
。
誰
は
や
出
厚
手
の
も
の
（
浮
き
四
五
寸
）
を
以
て
蔽
は
れ
て
ゐ
る
。
東
間
に
長
く
、
内
の
部

げ

分
に
、
内
行
花
丈
鏡
一
而
産
收
め
て
ゐ
る
の
が
發
兇
さ
れ
た
。
蛎
蝿
形
の
四
莱
座
紐
あ
り
葉
の
川
に
「
長
立
子
孫
」
の
銘
・

原
始
範
式
石
柑
の
委
相
Ｑ
）
一
四
一

I
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漆
生
部
落
の
西
南
方
小
山
彙
中
の
一
小
丘
上
に
あ
る
小
側
城
に
包
藏
さ
れ
る
箱
形
布
棺
よ
り
、
蕊
鳳
鏡
一
面
が
發
見
さ

れ
て
ゐ
る
。
石
棺
は
主
軸
を
南
北
に
世
言
、
左
右
側
壁
は
各
竺
二
枚
宛
前
後
各
一
枚
蓋
荷
は
三
枚
の
板
凋
を
以
て
組
立
て

〆

ら
れ
て
ゐ
る
。
寸
尺
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
鏡
を
取
り
出
し
た
る
肴
や
う
や
く
上
半
身
を
入
れ
、
棒
に
て
掻
き
出
し

彌
生
式
土
器
を
出
す
遺
蹟
地
で
そ
の
一
角
に
小
布
柁
ご
布
蒲
土
蛎
が
發
兇
さ
れ
て
ゐ
る
。
昭
和
十
六
年
二
月
十
一
日
森

貞
次
郎
氏
の
發
掘
調
査
に
よ
る
も
の
で
、
布
械
は
内
法
横
七
寸
縦
二
尺
一
寸
に
過
ぎ
な
い
小
形
石
棺
の
一
こ
し
て
注
目
さ

れ
る
。
柁
内
は
相
常
型
の
朱
が
つ
め
ら
れ
副
葬
迩
物
は
何
等
兄
常
ら
な
か
っ
た
が
、
遺
跿
地
の
状
態
よ
り
察
し
て
彌
生
式

土
器
の
時
代
に
相
常
す
る
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
。

釦
、
筑
前
國
嘉
穂
郡
稻
築
村
大
字
漆
生

下
三
紺
部
落
に
接
す
る
南
斜
而
の
脈
陵
に
誕
林
が
あ
り
、
東
一
米
を
隔
て
上
號
和
を
破
ら
れ
た
純
式
稲
が
あ
る
・

は
東
阿
に
門
を
や
比
高
く
し
て
世
か
れ
て
ゐ
る
。

考
古
學
錐
九
巻
擁
八
雛
兇
烏
隆
人
氏
飯
塚
市
下
三
緒
の
合
回
式
魏
柿

灼
、
筑
前
國
飯
塚
市
東
菰
剛

作
っ
て
ゐ
な
い
け
れ
ざ
も
、
古
式
鑑
鏡
な
る
軸
を
考
慮
し
て
腺
始
純
式
林
の
範
儒
に
入
れ
て
数
ふ
る
事
が
出
来
や
う
。

考
古
學
錐
八
巻
鑛
一
號
兒
腸
隆
人
氏
「
内
行
花
丈
鏡
を
出
せ
る
靹
式
輔
の
新
例
」

鳩
、
筑
前
剛
飯
塚
市
大
字
下
三
締
字
佛
ノ
辻

を
容
れ
八
花
文
を
持
つ
裡
四
寸
一
分
の
鏡
で
、

原
始
箱
式
石
縮
の
委
机
（
ワ
一
四
二

そ
の
形
式
よ
り
漢
代
に
比
定
し
得
る
舶
赦
鏡
匡
思
は
れ
る
。

I

他
に
迩
物
を

、
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械
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に
ご
云
へ
ぱ
辛
じ
て
成
人
を
容
れ
得
る
程
度
ご
恩
は
れ
る
。
城
形
の
表
土
よ
り
、
證
石
の
上
面
迄
四
尺
五
寸
さ
い
ふ
。
鏡

は
蛎
蛎
形
の
四
葉
座
紐
あ
り
、
、
葉
間
に
「
長
宣
子
孫
」
の
銘
を
置
き
、
悶
遜
は
花
文
を
以
て
終
る
も
の
で
、
形
式
か
ら
推

し
て
漢
代
の
舶
載
品
た
る
事
疑
ひ
な
い
。
他
に
遺
物
は
な
か
っ
た
由
で
あ
る
が
、
そ
の
鏡
の
製
作
年
代
を
仮
に
さ
っ
て
古

式
の
棺
の
う
ち
に
数
へ
る
・
・

考
古
學
雑
誌
第
十
七
巻
隼
二
號
柴
川
喜
八
氏
「
筑
前
漆
生
の
古
戦
群
」

副
、
筑
前
國
八
幡
市
高
槻
七
條

七
條
通
東
側
台
地
地
均
工
事
中
掘
り
出
さ
れ
た
組
合
式
行
械
二
基
あ
り
、
一
基
は
八
幡
中
學
に
移
瞳
さ
れ
て
ゐ
る
。
長

さ
六
尺
餘
幅
一
尺
三
寸
深
さ
一
尺
餘
粗
末
な
自
然
布
に
近
い
も
の
を
用
ひ
、
丹
が
内
面
に
塗
ら
れ
て
ゐ
た
。
副
葬
肺
は
見

柑
ら
な
か
っ
た
が
、
土
地
の
者
の
言
に
よ
れ
ば
、
〆
」
の
台
地
に
は
な
ほ
多
く
の
布
械
が
あ
っ
た
が
、
住
宅
を
建
て
る
際
破

壊
さ
れ
た
ご
い
ふ
。
猫
附
近
は
蠅
生
式
土
器
散
布
地
さ
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

北
九
州
郷
土
史
研
究
錐
二
稗
石
村
一
男
氏
「
北
九
州
新
渡
州
迩
跣
」

理
、
豊
前
國
小
倉
市
上
到
沖
畔
ケ
坂

前
記
尚
槻
の
束
隣
の
到
津
台
地
に
は
、
誕
械
ご
作
っ
て
数
佃
の
純
式
石
械
が
發
兇
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
近
時
小
倉
市
の
近

路
工
事
で
地
下
げ
が
行
は
れ
た
際
へ
畑
の
崖
の
面
に
一
部
を
操
出
し
、
副
葬
品
は
な
い
が
、
彌
生
式
土
器
が
同
一
勝
に
あ

り
、
布
庖
丁
、
彌
生
式
土
器
の
高
杯
等
が
石
棺
に
接
し
て
採
錐
さ
れ
て
ゐ
る
。
打
祁
の
埋
め
ら
れ
た
方
向
は
凡
て
東
西
の

向
を
採
っ
て
ゐ
る
。原

始
紡
式
石
椎
の
委
机
（
ご
一
四
三

0

－
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原
始
鮪
式
石
棺
の
萎
机
Ｑ
）
一
四
四

北
九
州
郷
土
史
研
究
節
一
戦
石
村
一
男
氏
「
八
幡
市
を
中
心
と
す
る
先
史
及
陳
史
時
代
の
研
究
」

銅
や
筑
前
國
朝
倉
郡
甘
木
町
側
山
公
園

甘
木
町
の
北
に
あ
る
小
丘
陵
で
あ
る
。
こ
の
地
よ
り
は
謹
稲
の
發
見
が
あ
り
、
猫
締
式
桁
の
發
見
も
左
の
報
交
に
見
え

て
ゐ
る
が
、
現
に
朝
倉
中
學
に
移
置
し
に
石
棺
一
基
あ
り
共
存
の
蕊
柑
さ
共
に
配
澄
さ
れ
て
ゐ
る
。
人
什
は
少
年
の
も
の

で
耳
の
逃
り
に
鐡
錐
を
伴
っ
て
ゐ
に
ご
い
ふ
。
方
向
は
東
間
位
に
あ
り
。

考
古
串
雑
誌
錐
十
八
巻
錐
八
號
坂
木
炭
鈴
氏
「
金
石
併
用
時
代
に
於
け
る
雨
筑
平
野
」

型
、
筑
前
國
朝
倉
郡
編
田
村
大
字
栗
山

栗
山
部
落
の
東
北
約
二
丁
の
畑
地
に
於
て
、
一
ケ
所
の
棉
式
獅
林
を
中
山
博
士
が
変
見
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
用
材
は
附
近

の
立
石
村
柿
原
に
見
ら
れ
る
緑
泥
片
岩
を
川
ひ
、
内
に
朱
痕
を
止
め
て
ゐ
た
由
で
あ
る
。
以
前
村
人
に
よ
っ
て
粕
内
よ
り

人
骨
さ
鐡
鋒
長
さ
一
尺
に
近
さ
も
の
が
取
り
出
さ
れ
た
ご
い
ふ
。
こ
の
附
近
一
帯
は
彌
生
式
遥
蹟
地
で
、
琵
柁
も
亦
祁
街

に
見
出
さ
れ
る
。

｝
考
古
學
雑
誌
第
十
五
巻
錐
四
雛
中
山
平
次
郎
氏
「
筑
前
閏
朝
倉
郡
流
田
村
平
塚
栗
山
新
發
掘
の
喪
棺
内
通
物
」
・

濁
、
筑
後
國
三
井
郡
太
刀
洗
村
大
字
小
隈
字
塚

太
刀
洗
飛
行
場
西
端
に
近
い
丘
陵
性
の
台
地
に
蕊
棺
墓
地
が
あ
り
、
昭
和
九
年
域
土
採
り
工
事
中
数
多
の
蕊
が
掘
り
出

さ
れ
た
ご
い
ふ
。
現
に
二
個
の
斐
棺
ご
並
ん
で
一
つ
・
の
縮
式
棺
が
震
出
し
て
ゐ
る
。
変
棺
さ
の
距
離
僅
か
に
九
尺
除
り
、

既
に
前
壁
を
失
っ
て
ゐ
る
が
、
現
存
部
北
壁
で
二
枚
の
板
石
を
立
て
並
べ
、
四
尺
六
寸
、
南
壁
で
三
枚
三
尺
四
寸
、
幅
前

L
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・
方
で
一
尺
四
寸
、
奥
は
次
錐
に
狭
土
《
り
、
奥
端
に
於
て
湘
確
合
す
，
る
状
態
に
あ
り
、
奥
壁
遼
欠
ぐ
も
の
Ｌ
如
く
、
頼
式
柿

・
こ
し
て
は
こ
の
蛾
異
態
で
あ
る
。
地
表
よ
り
蓋
布
上
面
迄
四
尺
八
寸
、
蓋
打
下
よ
り
下
底
迄
一
尺
六
寸
六
分
、
封
士
底
打

、

共
に
な
く
。
、
石
材
は
緑
泥
片
岩
を
以
て
組
合
す
る
。
昭
和
十
三
年
十
二
月
蛮
査
。

記
、
筑
後
図
三
井
郡
三
國
村
大
字
横
隈
‐

韮
粕
群
集
趾
ご
し
て
中
山
博
士
の
踏
査
を
經
、
後
坂
本
興
鈴
氏
に
よ
っ
て
銀
象
嵌
の
背
釧
靹
形
器
を
出
し
た
浦
式
荷
棺

の
報
告
が
あ
る
．
中
山
博
士
に
よ
れ
ば
浦
市
太
郎
氏
宅
地
内
よ
り
か
っ
て
数
個
の
箱
式
糖
が
掘
り
出
さ
れ
た
ご
い
ふ
．
布

柁
内
に
朱
が
つ
め
ら
れ
人
什
の
鶴
存
す
る
も
の
も
あ
っ
た
由
を
仲
へ
て
ゐ
る
。

・
一
考
古
學
雑
誌
錐
十
一
巻
隼
二
號
中
山
平
次
郎
氏
「
大
郵
を
出
せ
る
古
代
迩
峨
」

考
古
學
雑
誌
策
十
八
巻
第
八
雛
坂
本
嵐
鈴
氏
「
金
石
併
用
昨
代
に
於
け
る
雨
筑
平
野
」

”
、
筑
後
國
三
瀦
郡
三
瀦
村
大
字
塚
崎
・

御
噸
塚
な
る
名
溌
を
持
つ
径
五
六
間
ご
推
定
さ
れ
る
低
い
凹
域
は
、
か
つ
て
謝
延
二
年
一
農
夫
に
よ
っ
て
發
掘
さ
れ
、

柏
上
に
細
形
銅
剣
一
・
一
口
を
掘
り
出
し
た
る
由
「
筑
後
將
士
軍
談
」
に
兄
ゆ
る
。
柏
は
経
に
開
か
ず
し
て
、
も
．
直
の
ま
上
埋

め
ら
れ
た
か
ら
、
詳
細
を
知
る
由
も
な
い
が
、
こ
の
諏
の
銅
剣
を
出
す
他
の
迩
賊
の
例
か
ら
推
し
て
浦
式
洞
棺
さ
推
定
さ

れ
る
。
封
土
に
は
多
薮
の
貝
殻
亡
彌
生
式
土
器
、
黒
畷
式
石
片
等
を
含
み
、
貝
塚
の
遼
蹟
の
上
に
醤
ま
れ
た
原
始
域
墓
で

あ
る
こ
壱
を
示
し
て
ゐ
る
。

考
古
學
雑
誌
第
二
十
巻
雄
一
雅
中
山
平
次
郎
氏
「
塚
時
西
畑
の
御
噸
塚
」

原
始
繍
式
石
舘
の
姿
相
（
己
一
四
五

▼
，
Ｌ
ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｌ
■
。

１
．

＝



１
－

原
始
箱
式
祠
棺
の
委
柿
（
己
一
四
六

詔
、
筑
後
國
三
瀦
郡
三
瀦
村
大
字
商
三
瀦

前
記
塚
崎
よ
り
西
方
高
三
瀦
の
畑
地
Ｅ
聞
一
る
数
町
の
畑
地
は
、
筑
後
に
於
け
る
代
表
的
蠅
生
式
迩
践
地
さ
し
て
、
盤
愉

な
遺
物
を
出
土
し
て
ゐ
る
。
蕊
棺
も
相
僻
多
最
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
最
も
著
し
い
所
は
、
小
學
校
前
の
畑
地
で
あ
っ
て

以
前
は
畑
の
断
面
に
合
口
蕊
稲
や
班
韮
が
露
出
し
て
ゐ
た
が
、
今
は
地
下
げ
が
行
は
れ
て
一
様
に
平
地
を
な
り
、
蛮
見
す

る
事
が
出
事
な
い
。
そ
れ
等
の
蕊
糀
ご
並
ん
で
露
川
し
て
ゐ
に
打
糀
の
原
壯
は
、
考
古
學
雑
誌
第
二
土
一
巻
錐
十
一
號
の

口
納
に
堀
眞
が
禍
ら
れ
、
同
誌
に
山
本
博
氏
の
「
筑
後
商
三
洲
の
迩
賊
に
就
い
て
」
な
る
論
文
が
あ
り
迩
蹟
の
概
要
が
報

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
こ
の
畑
地
の
両
端
に
、
こ
れ
も
近
年
地
下
げ
が
行
は
れ
に
結
果
露
れ
に
の
で
あ
る
が
句
一
小
打
棺
が

畑
の
断
面
に
一
部
を
礎
し
て
現
れ
て
ゐ
る
。
現
存
部
側
壁
の
長
さ
約
二
尺
幅
一
尺
、
深
さ
約
八
寸
で
あ
る
。
下
底
は
精
良

な
る
粘
土
を
一
寸
許
り
の
厚
さ
に
敷
き
つ
め
て
あ
っ
た
。
方
向
は
前
記
海
眞
に
兇
ゆ
る
も
の
ご
同
じ
く
東
西
に
長
軸
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

豹
、
筑
後
國
浮
羽
郡
船
越
村
大
字
秋
成

遺
蹟
は
筑
後
川
流
域
平
野
の
中
に
あ
商
燥
の
畑
地
に
あ
り
、
蕊
糀
多
数
を
川
し
て
ゐ
る
が
、
脇
田
貞
彦
氏
等
の
調
査
が

あ
り
、
人
瀬
學
雑
誌
第
四
士
一
悪
節
十
號
に
戦
せ
ら
れ
に
「
北
九
州
に
於
け
る
蕊
柿
訓
香
報
告
」
に
於
て
、
左
の
如
き
説

明
を
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
土
地
の
人
古
費
敬
太
郎
氏
共
他
の
語
る
所
を
綜
合
す
る
ざ
、
本
例
（
蛮
地
發
掘
の
変
柁
）
の
北
方
に
於
て
、
鬼
内
を

主
軸
ご
す
る
、
側
壁
約
五
尺
内
外
の
粗
製
細
合
式
布
祁
を
發
掘
し
、
そ
の
中
に
は
本
例
（
深
さ
二
尺
五
寸
稗
度
の
二
つ
の

も
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の
板
石
の
取
り
壊
さ
れ
た
る
も
の
を
愛
見
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
０

考
古
學
雑
誌
錐
十
一
巻
隼
十
一
號
中
氏
山
平
次
郎
氏
「
大
魏
を
護
見
せ
る
古
代
迩
跣
」

劃
、
肥
前
國
三
養
基
郡
鳥
栖
騨
椛
内

中
山
椰
士
は
同
上
の
論
文
に
於
て
、
烏
栖
騨
建
築
工
事
中
椛
内
よ
り
及
び
そ
の
裏
字
森
國
方
面
に
か
け
て
、
変
械
が
掘

り
鵬
だ
さ
れ
、
叉
沌
さ
板
布
を
以
て
長
方
形
に
浦
の
如
く
し
た
る
も
の
を
見
出
し
た
ど
の
間
諜
を
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。

兜
、
肥
前
國
三
養
基
郡
中
原
村
大
字
腺
古
斑
ド
ン
ド
ン
落

幾
多
の
変
棺
に
交
っ
て
一
小
布
械
が
稔
認
さ
れ
た
。
内
經
に
し
て
長
さ
二
尺
一
寸
、
幅
一
尺
五
分
、
深
さ
約
一
尺
。
蓋

石
及
び
側
布
は
厚
さ
五
寸
惟
の
板
狄
安
山
岩
を
用
ひ
、
接
ぎ
目
は
粘
土
を
以
て
張
り
底
面
は
粘
土
を
敷
く
、
耕
土
表
面
よ

り
深
さ
約
四
尺
主
軸
は
東
門
に
向
ふ
。

松
尾
祓
作
氏
「
束
肥
前
の
先
史
辿
肢
」

中
山
博
士
の
蛮
地
踏
査
さ
れ
た
蕊
稲
の
蓮
蹟
地
で
あ
る
。
博
士
は
土
地
の
農
夫
よ
り
の
間
諜
き
ざ
し
て
、
こ
の
附
近
の

畑
地
に
於
て
、
誕
械
の
他
郷
き
板
布
を
以
て
し
た
長
方
形
頼
形
の
榊
築
物
を
發
掘
す
這
の
事
を
述
べ
ら
れ
、
且
つ
浦
式
械

鋤
、
筑
後
國
八
女
郡
岡
山
村
岡
山
及
施
叩

変
の
口
を
合
せ
た
る
埋
葬
例
）
の
も
の
よ
り
や
Ｌ
大
な
る
合
口
甕
柁
存
在
し
、
そ
の
周
園
に
は
粘
土
を
以
て
つ
め
に
ご
さ

れ
る
。
組
合
式
禰
柑
内
に
謹
棺
を
容
れ
た
る
例
此
の
例
さ
し
て
興
味
あ
る
研
究
を
も
た
ら
す
も
の
ど
い
は
れ
る
』

人
類
學
雑
誌
錐
四
十
三
巻
錐
十
號
島
川
貞
彦
、
・
水
野
満
一
「
北
九
州
に
於
け
る
弧
柁
調
査
報
告
」

原
始
紺
式
石
柑
の
委
州
Ｑ
〕
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原
始
箱
式
石
梢
の
姿
机
（
ワ
一
四
八

詔
、
肥
前
閏
川
崎
町
仁
比
山
村
大
字
城
陳
朝
田
キ
リ
ハ
タ

処
も
小
形
柿
で
長
さ
二
尺
幅
一
尺
深
さ
四
五
寸
の
和
式
組
合
祁
内
よ
り
織
劒
一
口
が
捻
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
剣
は
暹
サ

ー
尺
八
寸
に
し
て
ク
リ
ス
形
銅
剣
の
形
を
こ
り
、
材
料
を
徴
ご
す
る
も
形
式
は
劒
鋼
の
型
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
古
式
の

剣
琶
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
．
。

松
尾
祓
作
氏
「
束
肥
前
の
先
史
迩
峨
」

翌
、
肥
前
國
艸
崎
郡
三
田
村
郡
境

三
養
韮
郡
ど
の
境
に
あ
た
り
、
彩
し
い
蕊
棺
群
落
地
の
中
に
一
川
の
浦
式
布
林
め
り
、
東
内
に
長
さ
約
五
尺
四
五
寸
、

幅
一
尺
乃
至
一
尺
三
寸
、
側
壁
及
び
蓋
布
の
接
合
部
及
悲
の
上
部
は
粘
土
を
以
て
充
填
さ
れ
て
ゐ
に
ご
い
ふ
。

松
尾
祓
作
氏
「
束
肥
前
の
先
史
迩
跣
」

弱
、
肥
前
國
小
城
郡
多
久
村
東
原
、

丘
陵
地
に
箱
式
石
棺
群
集
す
る
所
あ
り
、
多
く
は
南
北
の
方
向
を
さ
り
、
一
柁
は
來
阿
に
横
た
は
っ
て
ゐ
に
。
五
六
坪

の
平
地
よ
り
石
棺
五
基
を
發
見
し
た
さ
い
ふ
。
叉
二
十
除
年
前
二
十
数
冊
の
Ⅲ
様
の
獅
械
を
出
し
た
さ
鱒
へ
て
ゐ
る
。
荷

棺
群
集
壌
墓
ざ
し
て
注
目
す
べ
き
遺
賊
で
あ
る
。

、
松
尾
祓
作
氏
「
束
肥
前
の
先
史
辿
跣
』

調
、
肥
前
國
北
高
來
郡
有
害
村
六
本
松

こ
れ
は
繩
文
土
器
を
出
す
貝
塚
迩
蹟
よ
り
發
見
せ
ら
れ
た
布
棺
で
、
且
つ
石
柑
内
の
人
骨
の
観
察
に
よ
っ
て
兄
る
も
荷

I
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ダ

極
め
て
古
い
様
相
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
然
し
猶
こ
の
鮎
に
開
し
て
は
純
石
器
時
代
の
も
の
ご
見
徹
さ
れ
る
か
疑
問
ご
ざ

れ
て
ゐ
ふ
の
で
最
後
に
一
言
す
る
。
こ
の
貝
塚
及
石
棺
は
大
正
十
四
年
故
涜
田
耕
作
氏
等
に
よ
っ
て
發
掘
さ
れ
て
、
人
類

學
雑
誌
に
發
表
さ
れ
た
論
文
が
あ
る
故
次
に
石
棺
の
説
明
を
引
用
す
る
。

、

‐
錐
一
流
柳
は
表
土
下
約
一
尺
に
し
て
其
の
上
端
に
逢
着
し
た
が
、
長
軸
を
略
東
西
に
向
け
、
長
さ
五
尺
弧
、
幅
約
二
尺

五
寸
の
長
方
形
の
頂
荊
を
扁
平
な
安
山
岩
板
を
以
て
界
し
て
ゐ
る
。
石
材
は
主
さ
し
て
自
然
の
努
裂
を
利
用
し
簸
小
の
加

工
を
な
し
た
厚
三
寸
内
外
長
さ
二
尺
前
後
、
高
さ
一
尺
弧
の
も
の
で
、
長
側
壁
壁
は
二
打
以
上
か
ら
成
立
し
て
居
っ
た
が

發
掘
の
際
に
不
注
意
に
取
り
去
ら
れ
た
爲
め
其
一
半
を
明
に
す
る
事
が
出
來
な
聡
石
榔
の
内
部
は
石
壁
の
上
総
か
ら
五

寸
脳
の
庭
ま
で
躯
隙
表
面
の
土
襲
が
充
流
し
、
其
れ
よ
り
以
下
は
只
屑
ご
な
っ
て
居
り
、
其
の
石
壁
の
左
右
に
は
何
等
土

竣
の
混
入
を
見
な
い
。
而
し
て
人
什
の
掻
か
れ
た
底
部
に
指
頭
大
の
美
し
い
小
猫
が
数
多
く
敷
か
れ
て
あ
る
の
は
、
榔
底

の
用
意
直
し
て
豫
め
設
術
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
・
其
の
代
り
底
祈
は
姑
め
か
ら
之
を
峡
い
で
居
っ
た
も
の
で
あ
る
。

叉
に
蓋
禰
も
此
の
布
梛
に
は
全
く
其
の
存
在
を
認
め
な
い
の
み
な
ら
ず
、
此
等
の
獣
は
次
の
禰
榔
に
於
い
て
も
Ⅲ
様
で
あ

っ
た
。
な
ほ
打
榔
壁
の
隅
伽
及
び
接
合
部
等
に
は
別
に
小
形
の
布
板
を
世
さ
、
或
は
粘
土
を
填
め
た
庭
が
あ
っ
て
禰
榔
保

弧
に
注
意
せ
ら
れ
た
事
が
窺
は
れ
る
。

此
の
布
榔
内
の
人
骨
は
第
二
號
人
骨
ご
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
頭
恭
は
郡
の
両
隅
に
あ
り
、
骨
磐
は
略
ぽ
柳
の
中
央

部
に
見
出
さ
れ
た
が
、
之
を
連
絡
す
る
下
肢
長
骨
は
閥
方
に
延
び
て
居
た
。
併
し
是
は
従
痘
不
自
然
な
位
世
で
あ
っ
て
、

原
姑
茄
式
石
柁
の
萎
祁
（
己
，
一
四
九

器
時
代
人
の
特
徴
を
具
へ
る
亡
云
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
一
見
石
器
時
代
に
脇
す
る
、
も
の
図
様
で
、
他
の
迩
賊
の
例
よ
い
も

I
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今
の
る
Ｏ
」

鋪
一
万
榔
是
は
前
布
榔
の
北
方
約
四
尺
の
膣
に
於
い
て
發
兄
せ
ら
れ
、
同
じ
く
東
西
に
長
軸
を
向
け
、
そ
の
來
確
を

峡
失
し
て
ゐ
た
が
、
現
存
部
長
さ
約
四
尺
五
寸
幅
一
尺
五
寸
弱
、
細
長
い
援
方
形
を
な
し
て
ゐ
る
。
禰
材
は
矢
張
り
前
粁

さ
Ｍ
じ
安
山
岩
板
で
あ
っ
て
側
壁
は
半
ば
或
は
其
れ
以
上
只
勝
中
に
没
し
て
ゐ
た
。
内
部
に
は
胸
骨
か
琶
思
は
れ
る
部
分

の
人
什
の
痕
迩
を
僅
か
に
認
め
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
禰
榔
の
底
布
及
び
蓋
石
を
欠
い
で
ゐ
る
事
は
前
禰
梛
さ
Ｍ
様
で

で
な
く
、
肋
冊
は
略
ぼ
同
桝
で
あ
（

女
性
竹
に
脇
す
る
こ
の
事
で
あ
る
。

原
始
箱
式
石
棺
の
姿
相
（
ご
一
五
○

頭
蓋
は
此
の
場
合
寧
ろ
東
方
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ご
胆
は
れ
る
。
何
故
に
斯
く
の
如
き
錨
倒
の
位
澄
に
各
滑
が
存
在
す

る
に
至
っ
た
か
、
雀
だ
迷
は
ざ
る
を
御
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
祉
撹
飢
移
世
せ
ら
れ
た
さ
も
遮
に
老
へ
ら
れ
な
い
。
此
の

人
什
の
頭
誰
亡
四
肢
竹
の
一
部
は
稲
盈
保
存
の
見
る
・
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
脊
冊
は
殆
ん
ざ
其
の
痕
迩
さ
へ
明
か

で
な
く
、
肋
冊
は
略
ぽ
同
様
で
あ
っ
た
。
浦
野
諏
次
博
士
及
び
宮
本
博
人
君
の
鑑
定
に
擴
れ
ぱ
、
是
は
中
等
大
の
熟
年
の

扱
右
の
如
き
一
兄
布
器
時
代
の
迩
賊
に
於
け
る
肺
式
椛
の
存
在
一
堂
示
し
、
特
異
の
例
睾
望
示
す
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ

の
石
祁
の
近
く
に
接
し
た
士
崎
中
の
伸
展
葬
人
竹
の
肋
什
下
よ
り
一
佃
の
鐡
餓
が
發
兇
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
後
枇
の
混
入
で

〆

な
く
、
人
什
Ｅ
同
時
的
な
も
の
さ
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
迩
賊
に
於
て
は
何
等
金
脇
文
化
と
不
す
様
な
他
の
迩
物
を
持
た
な

い
か
ら
、
或
は
他
の
部
族
に
よ
っ
て
之
を
受
け
殺
鶚
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
の
推
察
さ
へ
辿
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。
果
し
て
然

ら
ば
こ
奥
に
石
器
時
代
の
文
化
に
低
迷
し
つ
上
あ
っ
た
こ
の
部
族
の
生
添
常
時
、
更
に
他
塵
で
は
か
比
る
進
出
し
た
鐡
錐

を
使
川
し
た
部
族
の
存
在
が
想
像
さ
れ
、
所
謂
金
獅
併
朋
期
に
於
け
る
新
醤
剛
面
の
對
立
が
、
同
時
的
に
了
解
せ
ら
れ
る

I
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あ
る
・民

族
第
一
巻
簸
一
號
演
川
耕
作
氏
「
石
金
雨
昨
代
の
過
渡
期
の
研
究
に
就
い
て
」

人
獅
単
雑
誌
箙
四
十
一
巻
節
一
號
及
簾
二
號
演
川
耕
作
氏
「
肥
前
有
蒋
貝
塚
發
掘
報
告
」

人
知
學
雑
誌
錐
四
十
一
巻
錐
十
二
號
宮
本
博
人
氏
「
肥
前
北
皿
肌
來
郡
な
詳
村
字
六
本
松
貝
塚
よ
り
發
見
せ
ら
れ
た
る
人
付
に

就
き
て
」

幻
、
磯
前
國
宇
佐
郡
長
洲
町
大
字
余
臆
字
廟
森
・

故
凹
仙
橋
雌
自
跡
士
の
剛
北
川
苔
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
年
域
道
路
改
修
中
一
脚
城
に
所
在
す
る
板
欣
安
山
岩
を
以
て
樵
築

さ
れ
に
純
式
組
合
布
械
現
れ
、
内
よ
り
細
形
銅
剣
一
口
、
鐡
劒
一
口
、
及
彌
生
式
土
器
等
等
を
出
す
ざ
云
ふ
。

商
桶
雌
自
氏
「
銅
鉾
銅
剣
の
研
究
」

調
、
幾
前
國
閥
國
來
郡
尚
川
町
大
字
美
和
字
満

明
治
四
十
年
哩
既
に
發
掘
せ
ら
れ
た
も
の
を
、
後
尚
橘
雌
自
博
士
に
よ
っ
て
蛮
地
踏
査
さ
れ
し
も
の
。
高
さ
六
尺
除
り

の
一
小
側
域
に
、
安
山
器
の
荊
布
等
ぜ
以
て
憂
さ
五
六
尺
、
鵬
一
三
尺
の
浦
式
布
祁
が
存
在
し
蓋
石
は
二
枚
の
平
福
を
並
・
ぺ

底
荷
な
く
柏
は
南
北
の
方
向
に
世
か
れ
て
ゐ
た
ご
い
ふ
。
械
内
南
方
に
ク
リ
ス
形
厩
鋒
釧
鉾
二
口
を
收
め
た
ご
い
ふ
。

商
橋
健
自
氏
「
銅
鉾
銅
剣
の
僻
究
」

鉛
、
長
門
図
豊
浦
郡
安
岡
村
大
宇
宙
任
字
梶
栗
没

原
始
輔
式
石
棺
の
姿
相
（
一
）
一
五
一

好
例
こ
し
て
興
味
あ
る
登
料
さ
な
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
の
林
内
人
什
が
鐡
雄
を
作
っ
た
人
什
に
似
て
侭
礎
的
に
古
い

相
貌
を
保
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
文
化
段
階
の
方
面
か
ら
見
て
純
石
器
時
代
の
も
の
芭
想
定
す
る
に
困
難
を
感
ず
る
の
で

〆
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原
始
箱
式
石
猿
の
委
相
Ｑ
）
巻
五
二

大
正
二
年
十
一
月
繊
道
線
路
布
設
工
事
中
地
下
二
尺
餘
に
し
て
組
合
式
粗
製
箱
形
石
椛
現
れ
、
底
は
六
枚
の
平
石
を
敷

き
、
蓋
は
三
枚
の
平
石
を
並
べ
た
も
の
ど
い
ふ
。
桁
内
よ
り
細
線
鋸
歯
丈
鏡
一
面
、
細
形
銅
剣
二
口
、
及
び
蝿
生
式
土
器

を
發
見
。
封
土
な
く
石
柿
は
暹
さ
六
尺
幅
二
尺
一
寸
商
さ
一
尺
五
寸
略
ぽ
北
糞
束
よ
り
南
盈
西
に
長
軸
を
持
つ
。
、
録
、

商
椛
他
自
氏
「
銅
鉾
銅
剣
の
併
究
」
考
古
祭
研
究
錐
二
鮴
森
本
六
爾
氏
「
暹
門
淵
任
に
於
け
る
背
銅
器
時
代
戦
菜
」

伽
、
周
防
國
山
口
市
吉
敷
赤
妻

山
口
市
街
の
方
向
に
向
っ
て
伸
び
た
脆
陵
の
端
に
側
戦
あ
り
、
刺
抜
式
船
形
石
棺
這
瓶
式
石
棺
が
發
見
さ
れ
た
事
が
あ

る
。
但
し
こ
れ
は
原
始
的
な
浦
式
械
の
範
儒
に
入
れ
る
事
を
得
な
い
様
で
あ
る
。
こ
の
古
城
か
ら
東
百
米
足
ら
ず
の
所
よ

り
、
桑
畑
を
墾
く
う
ち
に
細
合
式
石
棺
三
佃
産
川
土
し
た
ご
い
ふ
．
布
材
は
何
れ
も
維
泥
片
岩
の
厚
さ
一
寸
六
分
乃
至
二

寸
六
分
の
板
状
を
呈
す
る
。
詳
細
な
大
さ
は
畏
友
山
本
博
君
の
変
査
樹
時
は
既
に
破
壊
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
か
ら
知
り
得

な
い
。
右
の
石
稲
の
う
ち
一
基
は
一
個
の
竪
穴
に
連
練
し
、
そ
の
竪
穴
塒
底
よ
り
彌
生
式
土
器
破
片
を
埋
藏
し
て
ゐ
た
事

変
よ
り
推
し
て
、
ほ
贋
同
時
代
の
も
の
ご
推
定
さ
れ
、
こ
上
に
古
式
の
締
式
械
の
例
と
し
て
學
げ
る
鐸
で
あ
る
。
こ
の
桑

畑
は
凡
そ
二
三
畝
あ
り
、
他
の
小
路
の
傍
に
も
一
打
械
鰐
出
せ
る
所
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
畑
地
一
帯
が
浦
式
石
粕
の
群
集

戦
蕊
で
な
い
か
ど
の
想
像
を
禁
じ
得
な
い
。
、
，

・
考
古
學
雑
誌
錐
二
十
七
巻
錐
十
號
山
本
博
氏
「
山
口
市
吉
敷
附
近
の
蝿
生
式
迩
雌
」

狐
、
周
防
國
吉
敷
郡
大
内
村
大
字
御
堀
字
御
堀

山
口
市
の
東
南
郊
外
南
面
す
る
丘
陵
地
の
突
端
に
慨
っ
て
三
個
の
純
式
布
柿
が
数
米
を
隔
て
Ａ
露
出
し
た
。
そ
の
一
は

I

I

、

’
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る
側
雛
の
眺
離
僅
か
に
三
寸
三
分
に
過
ぎ
ぬ
。
土
曠
の
荒
布
は
、
和
糀
ご
同
様
な
る
維
泥
片
岩
を
用
ひ
、
今
一
枚
を
残
す

の
み
で
の
る
。
地
表
よ
り
の
深
さ
六
寸
六
分
に
し
て
、
土
蛎
の
幅
深
さ
共
に
荷
祁
の
そ
れ
に
同
じ
様
で
あ
る
。
因
に
石
荒

上
曠
は
か
つ
て
中
山
平
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
筑
前
國
雑
餉
隈
彌
生
式
迩
跿
よ
り
検
出
せ
ら
れ
學
界
に
古
式
戦
栞
の
一
様
式

↑
こ
し
て
始
め
て
提
咄
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
此
腱
に
前
描
筑
前
東
菰
川
の
例
ご
共
に
年
代
及
び
椎
迭
の
上
か
ら
将
接
な
る
闘

連
あ
り
琶
思
は
れ
る
繩
式
禰
祁
さ
共
存
す
る
狂
例
が
呈
示
せ
ら
る
上
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
猫
こ
の
附
近
よ
り
採
集
せ
ら

れ
た
る
板
石
四
十
餘
枚
附
近
の
煉
瓦
工
場
に
兄
え
た
り
さ
い
へ
ぱ
、
元
來
和
幟
多
數
瓶
式
椋
の
存
在
し
た
事
ご
恩
は
れ
、

●

蠅
生
式
土
器
を
件
ふ
原
始
流
式
柁
の
群
落
墓
地
た
る
と
推
察
す
る
に
難
く
な
い
。

考
古
學
雑
誌
錐
二
十
六
巻
錐
三
雛
及
び
錐
二
十
六
巻
節
八
號
山
本
博
氏
「
周
防
御
堀
出
土
の
彌
生
式
迩
物
」
．
．

枢
、
伊
溌
函
宇
摩
郡
妻
烏
村
字
東
宮
山

、
滴
橘
雌
自
博
士
の
蛮
査
に
よ
れ
ば
、
丘
陵
上
に
迭
櫛
せ
ら
れ
た
る
一
小
側
城
に
存
す
る
浦
式
組
合
石
柁
あ
り
、
副
葬
品

原
飴
紺
式
石
柁
の
委
祁
Ｑ
）
・
一
五
三
．

東
阿
に
長
軸
を
茜
く
も
の
で
、
南
北
叩
側
石
各
四
枚
、
東
側
壁
一
枚
、
東
側
砿
二
枚
、
蓋
石
六
枚
を
以
て
組
み
立
て
ら
れ

て
ゐ
た
ご
い
ふ
。
同
一
暦
位
に
於
て
彌
生
式
土
器
が
發
掘
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
一
」
の
地
口
發
見
さ
れ
た
密
接
す
る
一
つ
の
繩

式
柁
さ
、
一
つ
の
打
蓋
土
城
芭
は
、
極
左
の
意
味
で
興
味
あ
る
妾
料
今
笹
提
供
し
て
炎
れ
る
。
雨
着
共
山
腹
の
断
崖
に
露
出

せ
る
も
の
で
既
に
前
牛
は
崩
壊
し
去
っ
て
、
後
半
部
残
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
現
存
部
に
於
て
石
柁
は
左
右
奥
壁
共
一
枚

宛
、
蓋
布
二
枚
の
絲
泥
州
矯
の
板
石
を
残
し
、
地
表
よ
り
蓋
禰
迄
一
尺
三
寸
餘
、
幅
約
一
尺
、
長
さ
一
尺
五
寸
餘
の
内
法

一
ど
持
つ
・
方
向
は
正
し
く
來
商
に
樅
は
る
も
の
で
、
こ
の
布
械
の
南
に
同
じ
方
向
に
平
行
す
る
石
蓋
土
蛎
あ
り
、
州
接
す

I

■
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以
上
短
雑
乍
ら
迩
砿
の
簡
恥
な
絲
介
さ
禰
械
の
方
位
及
び
大
さ
の
判
明
す
る
も
の
を
雑
列
し
て
四
十
二
例
を
得
た
。
今

之
を
叫
別
に
す
れ
ば
凡
そ
左
の
如
き
数
が
梁
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

●

五
例

ト
リ

言
Ｊ

繋
去
Ｉ
“

前
十
七
例

■
凸
ｖ
ｌ
、
“
刀

後
六
例

勾
イ
ム

凡
ｒ
〃

や
Ｌ

長
１
一
例

間
防
二
例

伊
豫
？
一
例

即
ち
對
馬
を
渡
さ
し
て
九
州
北
部
の
四
ヶ
國
に
中
心
を
澄
曹
こ
れ
に
接
し
た
中
國
及
四
図
の
一
角
に
数
例
を
見
る
現
状

で
あ
る
。
分
布
中
心
た
る
北
九
州
の
う
ち
で
就
中
筑
前
に
蛾
も
豊
禰
な
發
兄
例
が
あ
る
事
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の

分
布
厩
域
は
蕊
棺
の
所
在
中
心
地
辰
ざ
ほ
図
一
致
し
、
青
銅
器
文
化
こ
ざ
に
銅
剣
釧
鉾
の
主
要
圏
内
に
あ
る
事
が
希
取
さ

れ
る
。
韮
棺
ど
の
共
存
關
係
は
特
に
著
し
い
事
波
で
塗
分
布
碩
域
よ
り
云
へ
ぱ
南
方
肥
後
の
方
面
に
及
ば
ず
、
反
っ
て
本

原
始
輔
式
石
棺
の
委
相
Ｑ
〕
一
五
四

亡
し
て
、
狹
鋒
釧
鉾
一
口
、
蠅
生
式
士
器
及
び
琴
柱
形
打
製
品
の
原
型
亡
關
係
あ
る
ら
し
さ
も
の
が
翠
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

【
商
椛
健
自
氏
「
鋼
鉾
釧
刺
の
研
究
」

．
祁
沼

９
８
Ｆ
＄ 肥

《
Ⅱ
い

、
ｑ
Ｊ
Ｆ
Ｉ

《
、
岨
一

や
４
Ｊ

ニ
ー

三七

例例 ■
Ｉ
■
■
可
１
口
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立
入
っ
て
耐
ず
る
事
ざ
す
る
。
〃

扱
上
例
の
孵
造
か
ら
概
観
す
れ
ば
憂
Ⅲ
國
梶
栗
演
の
如
き
例
外
は
あ
る
が
ほ
さ
ん
ざ
凡
て
底
獅
を
欠
ざ
大
部
分
は
地
辮

を
剛
干
し
て
粕
底
さ
な
し
、
冊
共
粘
土
を
敷
き
或
は
砂
利
を
並
べ
た
も
の
も
あ
る
・
・
禰
材
の
接
合
部
に
於
て
粘
土
を
充
填

し
仁
諦
例
も
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
封
土
に
就
い
て
は
小
側
域
粍
度
の
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
裸
に
比
し
て
商
さ
低
く

所
柵
商
塚
の
原
始
形
態
を
な
し
て
ゐ
る
に
止
ま
る
。
而
も
分
布
周
逃
に
於
て
そ
の
疫
例
が
里
堂
け
ら
る
比
。

士
に
浦
式
椛
の
進
出
を
兇
る
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角
剛
粁
の
關
係
は
相
件
、
峨
要
な
吟
味
を
要
す
る
か
ら
後
節
に
於
て
更
に

北
九
州
さ
一
華
辨
水
の
地
に
あ
る
、
金
海
の
貝
塚
は
内
地
金
布
併
川
時
代
の
文
化
相
ご
辮
接
な
開
係
あ
る
迩
跿
さ
し

て
、
古
来
注
目
さ
れ
て
ゐ
に
所
で
あ
る
が
、
昭
和
九
年
十
二
月
貝
塚
の
丘
陵
上
に
あ
る
ド
ル
メ
ン
の
南
方
に
あ
仁
っ
て
蕊

椛
流
式
仙
杭
等
の
新
發
兇
が
あ
り
、
蕊
棉
の
副
葬
品
行
猟
の
配
列
蝶
に
興
味
あ
る
新
盗
料
を
提
供
し
て
、
蕊
界
の
注
目
を

惹
い
た
。
未
だ
正
式
の
報
告
北
川
に
接
し
な
い
が
雑
誌
「
考
古
學
」
上
に
禍
げ
ら
れ
に
柳
本
蝿
次
郎
氏
の
北
帆
伽
に
よ
っ
て
大

（
註
五
）

略
を
知
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
南
の
断
雌
に
接
し
て
、
五
個
の
柄
棉
が
何
れ
も
東
阿
に
機
は
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
布
林
群
の

北
を
限
っ
て
、
平
布
を
四
枚
稜
み
に
し
た
獅
拠
が
束
阿
に
長
く
築
か
れ
て
ゐ
る
。
洞
剛
娃
は
祈
稲
の
上
面
よ
り
も
向
く
な
り

そ
の
南
に
め
る
岐
大
の
荷
柚
門
よ
り
は
、
脾
和
錐
二
個
土
器
一
佃
が
検
州
さ
れ
↑
Ｌ
・
他
の
荷
柑
は
略
州
に
よ
れ
ば
拷
小
形

械
で
、
／
刑
葬
叩
川
は
兄
出
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
布
拠
の
北
一
Ⅲ
許
り
の
川
に
あ
る
変
猟
の
下
か
ら
は
、
細
形
釧
刺
二
両
尖
頭
形

原
始
箱
式
石
棺
の
委
相
（
ご
一
五
燕

朝

鮮
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原
始
浦
式
石
柁
の
姿
相
（
ご
・
一
通
六

釧
器
等
が
現
れ
、
か
比
る
迩
物
の
上
か
ら
も
北
九
州
Ｅ
大
峠
の
苛
釧
器
文
化
を
つ
な
ぐ
重
要
な
錐
を
與
へ
る
感
が
あ
る
。

か
Ｌ
る
純
式
林
の
存
在
は
、
半
脆
の
南
北
に
亙
っ
て
分
布
す
る
も
の
で
、
川
糞
副
葬
品
ご
し
て
腰
製
石
劒
や
脾
製
石
錐

を
川
す
事
が
知
ち
れ
て
ゐ
る
。
今
そ
の
二
三
を
例
示
す
れ
ば

地
名
，
副
葬
品
文
献
及
洲
在
者
．

粂
羅
北
迩
鎭
安
郡
上
川
而
石
刺
鳥
居
施
職
氏

忠
滴
南
迩
扶
除
郡
縣
内
而
凪
肌
山
石
刺
、
磨
石
雄
同大

正
十
一
年
度

忠
浦
南
逝
牙
山
郡
屯
油
而
屯
汕
里
銅
鉾
創
、
土
器
朝
鮮
古
趾
洲
盃
報
告
簾
二
冊

江
原
通
陽
口
郡
南
面
松
辿
里
石
刺
、
石
錐
、

考
古
梁
雑
誌
二
八
ノ
ー
有
光
戦
・
一
氏

「
朝
野
江
原
滋
の
先
史
時
代
の
泄
物
」

江
陳
迩
寧
越
郡
下
東
而
角
洞
里
石
剣
、
石
錐
司
上

以
上
は
顯
著
な
封
土
を
持
た
ず
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
石
棺
の
諸
例
で
あ
る
が
、
牛
島
に
於
て
は
更
に
ケ
ー
ル
ン
（
秋

石
塚
）
、
ド
ル
メ
ン
（
支
石
墓
）
ご
開
連
し
て
、
一
睡
の
石
築
椛
迭
の
地
表
架
工
を
持
つ
石
棺
の
所
在
が
目
に
つ
く
の
で
あ

る
．
即
ち
稜
薇
塚
に
於
て
は
人
頭
大
の
石
を
稜
み
、
回
戦
状
の
降
起
が
地
表
に
顯
れ
そ
の
内
部
に
は
箱
式
石
稲
を
包
減
す

る
如
き
例
が
畢
げ
ら
れ
、
江
原
逝
祥
川
郡
新
北
面
泉
田
里
の
獄
石
塚
内
の
板
石
組
合
箱
形
棺
よ
り
は
、
，
石
劒
石
鍬
等
の
解

布
器
さ
智
王
が
捻
出
さ
れ
、
・
そ
れ
竿
迩
物
は
他
の
純
式
林
ざ
共
通
な
趣
を
呈
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

又
支
布
墓
（
ド
ル
メ
ン
）
の
所
在
は
全
鮮
に
あ
ま
ね
く
兄
る
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
亦
締
式
棺
ざ
密
接
な
關
係
が
見
ら

れ
る
。
北
鮮
に
例
の
多
い
卓
子
形
の
支
石
蕊
は
、
四
枚
の
大
板
石
を
組
合
せ
更
に
大
き
な
一
枚
の
蓋
石
を
載
せ
る
石
棺
形

の
禰
籠
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
鮮
に
多
い
亙
大
な
塊
石
を
天
井
石
さ
し
（
捧
石
）
、
・
之
を
支
へ
る
三
個
乃
至
六
燗
の

|，
〆
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其
上
に
ケ
ー
ル
ン
状
に
塊
石
を
以
て
種
ひ
、
更
に
そ
の
中
心
に
互
大
な
塊
荷
を
安
澄
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
塊
獅
は
こ
の

場
合
石
棺
被
雀
の
保
謹
的
な
役
目
を
も
仁
ず
、
一
睡
の
墓
標
ざ
し
て
所
川
せ
ら
れ
、
地
表
に
現
る
上
効
果
を
噛
っ
て
、
上

面
半
た
く
藤
く
下
面
の
狭
小
な
石
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
塊
布
下
の
川
流
を
以
て
す
る
積
石
の
川
に
塊
存
す
る
荷

林
は
、
底
に
板
石
を
敷
き
、
四
周
も
扁
平
な
る
粘
板
岩
を
以
て
雛
を
作
り
、
板
福
を
覆
ふ
一
般
の
箱
式
桁
形
式
の
も
の
ご

左
布
の
胴
確
の
み
は
川
行
を
以
て
小
口
枝
に
被
み
上
げ
る
も
の
、
及
び
底
川
及
び
四
確
共
川
布
を
以
て
蝸
牝
む
三
つ
の
形
式

が
知
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
迩
骸
を
收
め
る
程
度
の
大
き
で
仁
営
石
材
の
差
異
に
よ
っ
て
生
じ
た
細
別
で
あ
り
、
年
代
的
な

鋸
前
後
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
さ
に
刑
葬
画
、
に
於
て
も
、
そ
の
然
る
所
以
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
布
素
外
に
は
稀
に
土
器
川

を
見
る
も
他
に
、
迩
物
の
埋
存
な
く
、
石
稲
内
よ
り
は
布
劒
布
錐
土
器
の
三
極
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
布
劒
は
何
れ
も
粘
板

四
布
製
の
開
に
突
起
を
有
す
る
扁
平
な
も
の
で
利
器
さ
し
て
は
通
岬
川
で
な
い
。
禰
錐
も
吋
礎
の
瓶
を
以
て
、
柳
葉
形
に
鵬
研

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
．
こ
れ
等
の
迩
物
よ
り
し
て
、
金
獅
併
川
馴
の
文
化
州
を
呈
不
す
る
事
が
察
知
せ
ら
れ
、
他
の
械
禰

原
飴
紺
式
石
棺
の
姿
相
旦
）
一
五
七
．

塊
石
（
支
石
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
に
支
石
菜
に
於
て
は
、
そ
の
中
央
に
別
に
瓶
形
石
柁
の
樵
築
あ
り
、
捧
祇
さ
支
石
は

之
を
保
謹
す
る
役
目
を
な
し
て
ゐ
る
。
更
に
叉
所
詔
南
方
式
芭
稻
ば
れ
る
支
お
墓
に
し
て
支
石
な
く
巨
大
な
塊
石
を
地
表

に
露
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
箱
形
棺
の
幾
つ
か
を
含
む
一
睡
の
墓
標
の
役
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
型
如
く
で
あ
る
。
こ
の
様
な

状
態
は
京
城
帝
大
教
授
藤
田
亮
策
氏
等
の
大
邸
府
に
於
け
る
丈
石
基
の
發
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
瞭
な
祁
貌
を
現
し
た
も
の

で
、
そ
の
概
要
は
昭
和
十
一
年
度
及
び
昭
和
十
三
年
度
の
朝
鮮
古
蹟
研
究
称
の
洲
査
報
告
杏
に
よ
っ
て
も
窺
知
さ
れ
る
。

即
ち
そ
れ
等
の
塊
打
の
直
下
に
は
石
室
等
の
設
け
な
く
、
一
個
乃
至
四
佃
の
洞
室
は
東
阿
或
は
南
北
位
に
築
迭
せ
ら
れ
、

！

｜
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こ
の
地
方
で
は
現
に
飢
掘
に
よ
っ
て
布
墓
の
淺
骸
が
人
冊
土
器
破
叶
さ
共
に
散
飢
し
て
ゐ
る
さ
云
ふ
。
叉
そ
の
附
近
に

散
布
す
る
迩
物
は
、
住
居
迩
跣
の
所
存
を
示
し
、
そ
の
民
居
さ
菜
地
ど
の
の
關
係
を
物
語
る
も
の
、
こ
さ
れ
て
ゐ
る
。
東
亜

瞳
く
C

滿
洲
に
於
け
る
祇
械
は
Ⅲ
友
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
や
出
進
化
を
見
せ
た
も
の
で
、
こ
の
場
合
に
例
誰
す
る
事
は
川
来

な
い
。
又
ド
ル
メ
ン
も
卓
子
形
の
も
の
分
布
し
解
析
器
の
發
兄
も
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
原
始
浦
式
稲
の
適
確
な
栞
地
さ

し
て
は
熱
河
方
面
が
棚
り
明
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
熱
河
の
一
都
會
赤
峰
が
そ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

赤
峰
（
鳥
蘭
吟
連
）
な
る
地
名
に
よ
っ
て
生
じ
に
紅
山
は
、
市
街
の
東
北
に
屹
ゆ
る
標
商
六
九
○
米
の
高
山
で
、
そ
の

山
施
地
は
先
史
時
代
以
降
の
聚
蒋
地
さ
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
山
す
そ
の
伽
斜
面
一
帯
に
箱
形
の
石
柁
が
存
在
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
特
に
北
方
紅
山
後
の
綏
伽
斜
を
な
す
台
地
一
帯
は
、
こ
の
砿
の
荷
柿
の
最
も
多
く
分
布
す
る
地
域
で
あ

（
挑
六
）

る
。
こ
の
地
を
訪
れ
た
學
若
に
よ
っ
て
學
界
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
が
な
い
課
で
な
か
っ
た
が
、
昭
和
十
年
五
月
故
演
川
耕

作
博
士
を
主
班
さ
す
る
東
亜
考
古
學
會
の
詳
細
な
る
調
査
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は
「
赤
峰
紅
山
後
」
な
る
報
街
将
に
よ
っ

て
公
表
さ
れ
た
。
本
項
に
於
て
述
べ
る
遺
跣
の
概
況
も
、
阿
蒋
の
記
述
の
範
閲
を
多
く
出
る
も
の
で
は
な
い
事
を
断
っ
て

原
始
箱
式
石
楠
の
委
祁
（
ウ
一
五
八

塚
、
北
方
式
支
石
墓
、
変
林
こ
ほ
宮
年
代
を
等
し
く
し
、
且
つ
そ
の
榊
迭
自
身
よ
り
し
て
、
被
布
塚
支
石
墓
ざ
の
複
合
的

な
椛
成
を
持
つ
事
が
云
へ
や
う
。

滿
洲
シ
ベ
リ
ヤ
方
面

Ｉ

Ｉ

「

I『

’



り

／一

1

’

考
古
學
會
で
は
こ
れ
等
の
古
代
聚
落
の
住
居
趾
を
探
掘
す
る
ざ
共
に
古
型
一
十
六
基
を
發
掘
調
査
し
、
そ
の
結
果
が
明
細

に
記
録
せ
ら
れ
て
み
る
。
古
菜
は
何
れ
も
粗
末
な
板
石
を
以
て
、
地
下
に
簡
難
な
怖
形
の
布
室
を
構
成
す
る
も
の
で
、
城

丘
も
現
存
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
地
表
に
於
け
る
立
洞
列
布
等
も
兇
播
、
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
大
さ
は
大
小
長
幼
の
身
長
に
應

じ
、
仲
展
葬
を
行
ひ
行
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
布
林
は
埋
葬
時
現
場
に
於
て
組
立
て
ら
れ
る
も
の
ざ
墨
し
く
、
稲
壁
も

迩
骸
に
密
接
し
た
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
故
、
我
が
國
の
粗
製
組
合
式
布
祁
に
排
造
が
一
致
し
て
ゐ
る
、
澗
材
は
最
も
手

近
な
紅
山
の
岩
核
を
な
す
赤
禍
色
の
岩
塊
を
利
川
し
て
ゐ
る
。
／
そ
れ
も
正
し
い
裂
開
切
微
を
行
は
か
『
粗
采
な
岩
片
を
川

ひ
て
ゐ
る
。
そ
の
う
ち
に
は
割
合
に
屈
平
な
板
朽
を
以
て
間
壁
蓋
石
さ
な
し
た
も
の
や
、
餘
り
扁
平
で
な
い
岩
塊
を
稜
梁

ね
に
も
の
が
あ
る
が
、
内
面
に
於
て
は
締
形
の
炊
況
を
ｕ
王
す
る
事
に
塗
り
は
な
い
。
た
唇
天
井
布
に
塊
禰
を
染
ね
上
げ
て

ク
ー
ル
ン

ゐ
る
も
の
は
、
多
分
に
被
石
塚
的
な
様
祁
を
呈
す
る
鮎
が
注
目
さ
れ
る
。

底
流
は
平
洞
を
並
べ
敷
く
も
の
も
あ
る
が
、
寧
ろ
こ
れ
の
無
い
方
が
多
い
ｂ
迩
骸
は
凡
て
土
葬
で
あ
り
、
仲
展
葬
で
あ

る
。
仰
臥
ご
左
右
横
臥
ほ
ど
同
数
を
占
め
稀
に
州
臥
が
認
め
ら
れ
た
。
主
ざ
し
て
頭
部
を
東
に
世
さ
、
偏
向
は
南
或
は
北

へ
一
三
十
度
の
範
囲
を
出
で
な
い
。
自
然
流
稲
は
東
閥
に
長
軸
今
ど
持
つ
こ
さ
上
な
り
、
北
而
す
る
山
腹
の
側
斜
方
向
こ
は

也
交
す
る
事
ご
な
る
。

次
に
副
葬
品
を
し
て
は
、
一
亀
壷
、
鉢
等
の
形
を
し
に
赤
色
研
癖
土
器
多
数
、
士
製
品
さ
し
て
紡
錘
束
一
個
、
禰
器
こ

し
て
有
孔
洞
斧
一
個
、
冊
製
舳
さ
し
て
繊
維
、
青
釧
器
さ
し
て
錐
釦
嬢
、
装
身
具
ご
し
て
棗
王
小
王
等
が
繁
げ
ら
れ
て
ゐ

る
。

原
始
繍
式
石
椎
の
委
和
こ
）

〆
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、

原
始
箱
式
石
棺
の
姿
机
（
ず
一
天
○

右
の
如
き
加
工
品
の
他
に
、
獣
冊
が
相
常
頻
繁
に
發
兇
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
稚
類
は
犬
八
例
、
牛
三
例
、
羊
五
例
、
鹿
二

例
、
家
一
例
ご
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
牧
畜
の
民
業
を
暗
示
す
る
ご
共
に
、
屍
巻
に
對
す
る
殉
葬
或
は
供
肉
の
意
味
を
持

つ
俵
職
的
な
埋
葬
琶
思
は
れ
る
。
↑
．
又
性
別
に
副
葬
品
を
覗
ろ
ご
、
王
叛
は
多
く
女
性
竹
に
作
ひ
、
そ
の
侃
用
位
沿
佃
数
よ

り
み
て
日
常
の
装
身
具
で
あ
り
、
特
に
埋
葬
品
に
附
加
し
た
も
の
で
な
い
事
が
窺
は
れ
る
。
之
に
對
し
鍬
は
多
く
男
性
冊

に
件
ふ
。
総
じ
て
土
器
一
個
に
、
利
器
一
二
種
、
若
く
は
装
身
具
若
干
亡
い
ふ
程
度
で
、
さ
し
て
優
秀
な
も
の
或
は
幾
耐

な
財
黄
彩
收
め
る
さ
い
ふ
課
で
は
な
い
。

熱
河
赤
峰
石
棺
の
示
現
す
る
文
化
（
之
を
報
告
香
で
ば
赤
峰
鋪
二
次
文
化
雪
己
呼
ば
れ
て
ゐ
る
）
ご
周
邊
文
化
こ
の
鮒
係

及
び
年
代
に
つ
い
て
次
の
如
き
結
諭
が
述
・
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
斯
の
如
く
に
し
て
赤
峰
第
二
次
文
化
は
そ
の
遼
物
の
み
な
ら
ず
、
城
塞
の
形
式
に
も
や
は
り
北
方
の
系
統
を
ひ
い
て

ゐ
る
．
つ
ま
り
綏
速
青
銅
器
文
化
の
一
愛
砿
で
あ
る
．
そ
の
東
端
の
一
族
で
あ
る
。
１
－
長
前
に
も
晴
示
し
に
様
に
、

赤
峰
石
械
の
形
式
が
ド
ル
メ
ン
、
ケ
ー
ル
ン
ヘ
の
契
機
を
持
っ
て
ゐ
る
ご
す
れ
ば
、
こ
の
滿
鮮
に
披
が
る
ド
ル
メ
ン
や
ケ

ー
ル
ン
に
最
も
近
い
親
総
さ
し
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ｌ
股
後
に
こ
の
文
化
の
年
代
に
就
て
は
先
づ
綏
速
式

青
銅
器
の
年
代
が
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
は
こ
の
地
方
よ
り
出
土
す
る
明
刀
銭
等
か
ら
推
し
て
、
，
赤
峰
第
二

次
文
化
は
秦
式
ご
併
行
す
ろ
も
の
ざ
な
す
可
き
で
あ
る
」
ノ
．

一
・
以
上
の
如
き
赤
峰
の
石
棺
に
類
似
す
る
も
の
が
、
同
じ
熱
河
符
よ
り
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。
天
津
北
彊
博
物
館
の
両
目
号

（
注
七
）
一

国
。
①
貝
師
の
調
査
に
よ
る
熱
河
省
困
場
の
束
家
誉
子
の
迩
跿
が
そ
れ
で
、
脚
師
は
五
基
ば
か
り
の
箱
式
械
を
發
掘
さ
れ
て

I
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ゐ
る
。
や
は
り
頭
を
東
に
し
に
布
棺
で
石
の
槌
斧
、
青
銅
の
刀
子
、
錐
、
飾
小
金
具
烏
什
小
玉
赤
色
解
研
土
器
等
の
副
葬

品
を
捻
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
三
基
の
城
塞
に
は
迩
骸
の
右
頬
の
部
に
あ
た
っ
て
、
犬
の
下
顎
竹
が
埋
葬
せ
ら
れ
て
ゐ
た

（
誰
八
）

ご
い
ふ
か
ら
、
年
代
文
化
生
活
内
容
等
の
難
に
つ
い
て
も
前
記
赤
峰
の
遺
蹟
ご
ほ
ぜ
同
一
様
相
こ
み
ご
め
て
よ
い
。

扱
熱
河
の
石
柁
に
つ
い
て
そ
の
起
原
を
求
め
る
時
問
題
に
な
る
の
は
、
シ
ベ
リ
ヤ
及
び
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
打
桁
で
あ

る
。
前
述
の
如
き
赤
峰
文
化
の
淵
源
を
北
方
に
求
め
ら
る
上
原
閃
も
、
一
は
猟
の
椛
築
に
見
受
ら
れ
る
通
性
が
シ
ベ
リ
ヤ

及
び
束
鰐
に
於
け
る
岡
額
の
迩
蹟
が
僅
か
乍
ら
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
故
を
以
て
噌
あ
る
。

シ
今
へ
リ
ヤ
に
於
け
る
遺
蹟
例
は
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
（
冒
冒
○
口
吻
の
冒
降
）
地
方
に
於
け
る
家
族
菜
が
そ
れ
で
、
戦
丘
は
山
禅
二

三
十
米
よ
り
三
四
十
米
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
高
さ
牛
米
位
の
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
る
。
封
土
内
に
數
佃
の
石
棺

へ
註
九
）

を
收
め
、
地
表
に
は
墓
域
を
剣
す
る
列
石
や
石
の
隅
柱
等
が
あ
る
。
何
れ
も
阿
南
よ
り
東
北
の
方
位
を
さ
る
。

（
注
十
）

次
に
束
露
で
は
ア
ナ
ニ
ノ
（
揖
口
曾
旨
。
）
の
迩
践
に
於
て
、
地
表
に
城
丘
を
持
つ
純
式
棺
の
群
集
が
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
・

剛
地
方
共
土
葬
の
他
に
火
葬
あ
り
、
身
鵠
の
一
部
を
埋
葬
し
た
部
落
非
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。
板
禰
困
ひ
の
怖
形
の
小
石

室
を
作
る
原
則
に
は
塗
り
な
い
が
、
若
干
の
木
材
架
椎
の
痕
跡
の
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
埋
葬
迩
物
は
熱
河
の
例
に

極
め
て
麺
似
し
．
、
斧
頭
、
僻
嚇
、
短
剣
、
刀
子
等
の
利
器
、
飾
小
金
典
、
釦
等
の
装
身
具
、
獣
骨
等
の
發
兄
も
一
致
し
て

ゐ
る
。
但
し
熱
河
に
稀
に
認
め
ら
れ
た
石
斧
の
如
さ
も
の
な
く
、
金
脇
然
も
織
ご
青
銅
が
併
剛
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
提
砥
土

器
の
如
き
は
共
通
す
る
迩
物
返
云
へ
や
う
。

原
飴
箱
式
石
柑
の
萎
相
（
己

I
I
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一
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欧
洲

、
卜
に
《
今
ノ

戸
毒
晶
前
訓
０
－
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
純
式
稲
は
、
新
布
器
時
代
末
期
よ
り
青
銅
器
時
代
に
か
け
て
、
朧
行
を
見
せ
て
ゐ
る
。
此
虚
で

も
顯
群
な
地
表
の
封
土
や
墓
洞
を
持
た
な
い
事
を
特
徴
ご
す
る
が
、
間
糞
ド
ル
メ
ン
の
中
央
石
室
の
周
閲
に
数
佃
發
兄
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
こ
の
繩
の
布
柿
は
Ｑ
㈱
行
或
は
陣
○
旨
の
Ｑ
胃
の
名
を
以
て
稲
ば
れ
て
ゐ
る
。
分
布
の
中
心

地
を
な
す
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
各
地
方
の
蕊
地
で
は
、
幅
四
十
純
乃
至
六
十
緬
挺
さ
は
被
葬
者
の
身
長
に
應
じ
て
伸
展
葬

産
な
し
行
る
涯
度
の
も
の
も
あ
り
、
叉
座
葬
屈
葬
等
も
行
は
れ
て
ゐ
る
故
、
そ
の
葬
法
に
唯
じ
て
短
い
も
の
も
あ
る
課
で

あ
る
。
以
下
二
三
の
迩
蹟
を
例
示
す
れ
ば

昌
の
号
貝
目
。
（
員
。
旨
冨
ョ
）
１
人
冊
を
礎
す
柿
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
屈
葬
或
は
仲
展
葬
あ
り
、
一
人
或
は
二
人

多
さ
は
四
人
の
迩
什
さ
へ
兇
州
さ
れ
た
。
頭
は
南
或
は
東
南
に
向
ふ
。
城
内
に
布
器
或
は
土
器
を
作
ふ
。

旨
“
§
画
の
（
劃
９
画
。
）
一
慨
乃
至
五
髄
の
迩
骸
彩
收
む
。
孵
製
布
斧
土
器
を
副
葬
す
．

ｏ
冨
冒
ｏ
大
部
分
は
脳
葬
の
一
屍
髄
を
弄
れ
、
頭
部
は
來
或
は
北
に
向
ふ
。
或
る
も
の
は
二
綴
、
或
は
三
慨
を
順
次
合
葬

す
る
も
の
も
あ
る
。
禰
柏
よ
り
は
青
銅
長
劒
が
發
見
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
癖
布
斧
の
副
葬
も
あ
る
。

珊
西
に
入
っ
て
は
冒
巨
の
自
国
①
附
近
な
る
。
盲
目
ゴ
ー
目
号
切
の
迩
跿
は
和
式
祁
栞
地
の
好
例
こ
し
て
引
川
せ
ら
れ
る
。
一

の
域
蕊
に
五
乃
至
七
の
柿
を
含
む
も
の
で
柿
は
東
西
の
方
向
を
こ
っ
て
椛
築
さ
れ
て
ゐ
る
、
長
さ
一
米
幅
深
さ
共
五
十
糎

位
の
大
さ
で
、
ほ
さ
ん
ざ
凡
て
の
村
に
叫
女
二
鵠
の
蓮
什
を
見
川
す
の
が
鷲
辿
で
あ
る
。
男
子
が
最
初
葬
ら
れ
る
の
が
通

原
始
鞆
式
石
城
の
委
杣
（
己

〃

I

一
一
、
一
一

一
望
グ
ー
」
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例
で
、
中
に
は
五
鵠
に
及
ぶ
も
の
さ
へ
あ
る
。
迩
骸
は
常
に
胴
葬
の
状
態
で
あ
る
。
猫
乙
に
於
て
も
新
石
器
時
代
の
文
化

相
を
持
つ
瓶
式
祁
が
知
ら
れ
、
英
國
に
渡
る
亡
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
需
鼻
胃
庁
○
日
ご
な
る
名
稲
を
以
て
呼
ば
れ
る
新
石

（
十
二
）

器
時
代
よ
り
青
釧
器
に
か
け
て
の
純
式
棺
の
葬
法
が
あ
り
、
史
に
海
を
超
え
に
？
”
目
目
目
』
に
於
て
も
、
新
柄
器
時
代

中
期
に
脇
す
る
箱
式
械
が
注
意
さ
れ
て
ゐ
る
．
一
方
南
方
エ
ー
ゲ
海
方
面
に
於
て
も
、
青
銅
器
時
代
の
辿
物
を
作
ふ
川
極

の
柏
の
存
在
が
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
欧
洲
に
於
て
も
南
北
に
艇
く
分
布
仰
股
し
て
ゐ
る
様
が
脈
で
あ
ら
う
。

（
註
ご
阿
波
式
石
械
な
る
名
稲
の
捉
咄
に
就
い
て
は
左
記
の
論
文
が
あ
る
。
こ
の
橘
稲
は
一
般
箱
式
棺
の
名
稲
と
し
て
は
迩
俄
で

な
い
が
今
日
迄
机
常
使
川
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
時
に
銭
に
記
し
て
牡
い
た
。

考
古
梁
雑
誌
錐
四
巻
錐
凹
號
笠
井
新
也
氏
「
阿
波
閏
古
祇
概
批
」

（
誰
二
）
横
穴
古
城
内
に
し
っ
ら
へ
ら
れ
た
苅
式
棺
の
茸
例
と
し
て
州
棋
幽
商
座
郡
芽
ケ
峅
町
廿
沼
の
迩
峨
が
繋
げ
ら
れ
る
。

考
古
學
雑
砥
第
二
十
九
巻
錐
八
號
赤
雌
忠
血
氏
「
糾
合
式
石
械
を
閃
し
た
机
棋
剛
廿
沼
拙
穴
鮮
に
つ
い
て
」

（
註
三
）
原
始
純
式
柿
の
分
布
地
域
で
は
左
記
の
如
き
疵
例
を
見
る
。

筑
後
叫
大
牟
川
市
延
命
寺
公
剛
内

．
而
し
て
前
者
よ
り
は
叩
間
・
肛
刀
等
の
刑
非
砧
あ
り
後
者
よ
り
は
小
鐡
刺
の
謹
見
あ
り
共
に
初
期
古
戦
期
の
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。
同
様
の
椛
迭
を
排
つ
柿
は
幾
門
の
方
に
迄
及
ん
で
ゐ
る
。

（
誰
凹
）
考
古
學
雑
詰
錐
二
十
二
巻
錐
二
銑
中
山
平
次
郎
氏
「
筑
前
雑
側
隈
の
石
兼
土
辨
及
無
蓋
土
蛎
」

（
註
五
）
考
古
皐
雑
誌
節
二
巻
蛎
六
號
椛
本
他
次
郎
氏
「
金
海
貝
塚
の
新
發
見
」

（
註
六
）
来
京
人
獅
學
教
室
八
幡
一
郎
氏
、
浦
洲
時
大
黒
川
源
治
氏
、
天
泳
北
飛
博
物
鮪
の
国
。
の
口
氏
等
の
蹄
盃
が
行
は
れ
て
ゐ

・
ヲ
ｏ
Ｏ

原
飴
紺
式
石
桁
の
委
机
（
己

筑
前
剛
宗
像
郡
川
脇
村
上
商
宮

一
一
へ
一
二

’
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